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神谷美恵子は、東京女子医学専門学校 2 年の 1943 年 8 月に長島愛生園で 12 日間の医学





島の医療から離れた。しかし、10 か月後、1959 年 7 月、宮内医師の退職により、再び、精






























































































































神科医師として実践したのは、東大精神科医局に 1944 年 10 月から 1946 年 7 月ごろまで 
と、戦後阪大精神科医局に研修生として通いながら精神医学調査で長島愛生園に精神科医
師としての実践を行った時期、1957 年 4 月から 1958 年 9 月までは精神医学調査を行った
時期であり、その後、新任の医師が 10 カ月で退職して 1959 年 7 月から再び長島に通うよ
















まず、第 1 章と第 2 章では、神谷の全体的な人間像や、思想的特質なども明らかにするた
めに、神谷の生涯を時系列で丁寧に辿った。 













































 第 7 章では、神谷が長島愛生園に通う中で研究を深めていったヴァジニア・ウルフ研究
について記す。特に今まで明らかにされていなかった長島愛生園の退職後、1972 年からの
ウルフ研究について、新資料を参考にして記す。新資料としては、神谷家所蔵の 1973 年 2
月、ニューヨークの出版社ダブルデイからのウルフの病跡の出版依頼があり、1973 年 4 月、
出版社に送付したウルフの病跡のアウトラインを A4 用紙に英文タイプ打ちされた 10 枚の
用紙、1974 年 11 月に考案したマルチプル・アプローチを用いてウルフ研究の試作を創作
したのちの 1974 年 12 月 25 日付にてダブルデイの編集者宛に送付した英文タイプうちさ
































































































1.1  誕生～津田英学塾本科まで 
 









 1923 年 8 月 18 日、一家は、中学一年の長男陽一を頭に四人の子供とともに東京を出発
し、翌 19 日神戸から出発した客船諏訪丸に乗船し、スイスに向かった。 
 
1.1.2 ジュネーブの小学校 









も、午前 10 時から 30 分間、近所の公園に遊びに行くこと、皆がいっせいに歌を歌うなど
の時間があり、昼食は家に戻ってとっていた。 
2 年分の成績表 2 冊をもとにして、神谷は学校の方針を推察している。 
 
「A 注意力。従順さ。礼儀正しさ。秩序正しさ。善良さ。沈黙。器用さ。記憶力 
  B 図画。装飾。読みかた。オルトグラフィ（スペリング）フランス語文法。作文。書
10 
 
字。算数。博物。地理。唱歌。体操及びゲーム。宿題。右は一冊の表で、A と B の文字























































































1.1.5  津田英学塾へ 


















1.2  人生にかかわる出来事 
 
1.2.1  初めてのハンセン病者との出会い 































1.2.2  野村一彦の死 











 「      絶望の門 
  かつて うら若き日に私は兄を通して 
  うつつならぬ愛を与えられたが、 
  ことば一つ、文一つ交わすこと許されず 
  会うことも一切できなかった 
   
  たぐい稀なる才と感性のその人は 
  あっという間に病に倒れ 
  四年もの間、その若き命を 
  次々とむしばまれて行った。 
 
  その姉上も妹も同じ病に逝きしその家に 
  菌は深くとりついていたのだろうか 
  その病ゆえに私はみまうことも禁ぜられ 
  遠くから間接に案じ、深まり行く絶望に生きた。 
 
  再起不能ときくや私は 
  できもせぬことを決意した 
  一生自らはたらいて 
  その人との生活を支えようと準備した 
 
  「とうとうだめでした」 
  ある朝、兄と私は駅で父上に会い、 
  彼の目から涙がはふりおちるのをみた。 
  その日、私の天地は崩壊した。 
 
  もはやとつぐことも考えられない 
  聖なる教えはそう私に告げた 
  ひとり、どうやって生きよう 
  前途はしっこくで、道をぬりつぶしていた 
 
  彼が亡くなって初めて 
  その家に兄と行くことを許された。 
  好きだったという白と黄の花束をもって 




  あたたかく迎られし父上と母上は 
  私を有髪の尼として迎えたい 
  息子にゆずるものを私にゆずり 
  その家の姓を名のれと云いたもうた。 
   
    彼の遺したノート五冊 
    びっしりかきこまれた信仰と 
    私への切々たる愛とあこがれ 
    これらはみなご両親の手で焼かれた 
 
  しかしあまりに若きがゆえに 
  私の父と母は彼らの愛で断乎として反対した 
  今から私の道を閉ざしてしまうのは 
  しのびない、残酷だと。 
 
  頂きものもみなおかえしなさい 
  しげしげと死の家を訪れるのをやめなさい 
  私はあちらの家に行けば慰められ 
  わが家では責められた 
 
  二つの家の間にたたずんで 
  行きもならず帰りたくもなく 
  夏草の生いしげる高原の 
  背高き中にたたずみしこといく日 
   
  婚約も会いもしない人との縁を結べると考え 
  自ら再婚否定論をつらぬく聖なる人は 
  この世は涙の谷、ただ塵をかぶって 
  かの日を待て、と心に深く教えこんだ 
 
  やがて自らも同じ病にふし 
  むしろそれをよろこびとし 
  数々の本を読んで 




  ああ、しかし、この世になお 
  なすべきことがあったのか 
  治ってから何をなすべきかと 
  考えあぐね、あぐんだ 
 
  病める人をみとりたかった思いは 
  おのずから私の歩みをみちびき 
  まだ療養中のころから 
  ガーデン・ホームや療養所へ 
  しげしげと足を運び 
  病の床を訪ねて歩き、死水をとったり 
  みよりなき人の葬式までとりおこなった 
  遺稿集まで編んだ 
 
  これが私の青春であってみれば 
  やがて医学の道に進みたいと 
  烈しく願うようになったのは 
  自然の成行きではあった 
 
  そうして何十年 
  病める人の床の側に立ち 
  ささやかな医療をすることが 
  私の一生となった 
 
  仕事が烈しすぎて 
  私も今病んでいる 
  しかし、私の心は晴れている 
  なすべきことを少しでもできた恩寵を思う 



























































































三十二節＊マルクス・アウレウス『自省録』岩波書店、昭和 31 年（神谷 1980c:89-90） 
 
いうまでもなく、マルクス・アウレウスは、ストア哲学の徒である。ストア哲学と 
















三谷は温厚な人柄でもあり、一高の良心といわれていた。1935 年から 1943 年、三谷が亡
くなるときまで三谷から 50 通の書簡が送られたが、神谷は終生、大事に保存していた。三


























1.3  アメリカへ 
 
1937 年神谷 23 歳のとき、津田梅子奨学金が与えられることになり、渡米が決まった。そ









 1939 年 2 月から 6 月までを神谷は、ペンドル・ヒル学寮で過ごした。 
この学寮は「研究と黙想のためのクェーカーのセンター」（pendle Hill : A Quaker Center 




























































































































1.4  戦況悪化から日本へ帰国 
 













  神谷美恵子さんは、私にとって友人とはいうものの、6 歳年長ではあり、人生の師のよ
うな方であった。（中略）当時、美恵子さんは 25 歳から 30 歳、私は 20 歳から 24 歳の
期間である。（明石 1983:111） 
 
 1942 年 4 月から 1945 年 12 月末までの『若き日の日記』を読むと、医学の勉強だけでは
なく、多くの書物を読み、文章なども書いていることがわかる。 
 
1.4.1  ハンセン病病原菌研究に関心をもって 
 刊行されている『若き日の日記』の中には、癩に関心をもつことをうかがわせる文章がふ
えてくる。1942 年 5 月 30 日（土）の日記には、「校長先生のお話に愛生園訪問のことあり。
誰か癩の研究してくれるものは居らぬか、とのお言葉に痛いような感じ。太田先生の御話が
あるのだから私に道は開けているわけだ」（神谷:1984:25）とある。また、「6 月 1 日 きょ



























   尚、私にでもできますような御雑用でもございます折は御遠慮なく御申し付けくだ
さいませ。まずは御礼まで 
  十一月十日                    前田美恵子(神谷 1984:50) 
 
1942 年 11 月 25 日（水）の日記には「太田先生の「現代のらい問題」を再びよみかえし
て一生これの研究に献身しようと改めて強く決心する。」（神谷 1982b:34）と記している。 
 















1 月 9 日（土）/ 午前だけで授業済み、午後は細菌へ行き、兎の注射三回をなし、血液
を採って凝集状態をしらべた。(神谷 1984:65) 
 




関心は高まっていった。1 月 24 日の日記には、「レプラのバックナンバー18 冊ほど仕入れ
る」（神谷 1984:68）と書き、ハンセン病への関心が高まっている様子が伺える。そして、
1 月 30 日の日記には「午後から報告会。佐藤清教授の話に、いつか長島愛生園に行ってみ




































1.4.2  長島愛生園実習へ 
1)  長島愛生園に実習に行って 
ハンセン病にかかわることを許さなかった父親が見学であるならばという許しを得たこ












          昭和 18 年 8 月 4 日 旅立の夜 
         東中野にて記す （神谷 2004:32） 
 
1943 年（昭和 18 年）、神谷 29 歳、初めての長島愛生園での見学実習。光田健輔 7)と初め
ての対面を果たすのである。光田 67 歳、長島愛生園の園長になりすでに 12 年が経過して







1943 年 8 月 6 日/ 波の音に揺られてぐっすりやすんだ。 
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た 1943年の前年、1942年 3月、同じように長島を見学した。1941年 12月に真珠湾攻撃を
して、日本全体が軍国主義になっていく頃だった。その実習でハンセン病にかかわることを
決意した犀川は、1944 年、軍医としての召集をまつころに光田に手紙を書き、愛生園で勤


















































































めた。」（神谷 1980c:189）という文章で始まる 1943 年 8 月 9 日の日記に長島で創られた 2
編の詩が掲載されている。（神谷 1980c:189-190） 
神谷の日記によると、長島から帰ってきてから、日記をノートに移し替えたようである。













                  東京女子醫專 鳥羽光子 
  光うしなひたる眼うつろに 
  肢うしなひたる體擔はれて 
  診察臺にどさりと載せられたる癩者よ 
  私はあなたの前に首を垂れる 
   
  あなたは黙ってゐる 
  かすかに微笑んでさへ居る 
  ああしかし、その沈黙は、微笑みは 
  長い長い戦の後にかちとられたるものだ 
 
  運命とすれすれに生きてゐるあなたよ 
  のがれようとて放さぬその鉄の手に 
  朝も昼も夜もつかまえへられて 
  十年、二十年と生きてきたあなたよ 
 
  何故私たちではなくてあなたが？ 
  あなたは代わってくださったのだ 
  代って人としてあらゆるものを奪われ地獄の責苦を悩みぬいてくださったのだ 
   
  許してください、癩者よ 
  浅く、かろく、生の海の面に浮び漂ふて 
  そこはかとなくか、神だの霊魂だのと 
  きこえよき言葉あやつる私たちを 
  かく心に叫びて首たるれば 
  あなたはただ黙ってゐる 
  そして傷ましくも歪められたる顔に 
  かすかなる微笑みさへ浮かべてゐる 
 
  長島に寄せて 
 
  あしたには山の湖のごとくしづもり 
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  ゆふべには銀のさざなみ打よする入江 
  そを三方よりかき抱きて 
  あをき松と白き砂をめぐらす島よ 
  向ふ岸にはのろはしき病負ひつつ 
  なほも明るく、たくましく 
  生きぬかんとする人々あり 
 
  こなたにはあらゆる世の榮すてて 
  ひたすらかの病める人々に 
  仕へんとする人の群れあり。 
  さんさんと降る夏の陽の下に 
  家と、田と、畑と、 
  學校と、保育所と、病院と、 
  これらの人々日々の営みをのせて 
  けふも靜かに、和やかに 
  瀬戸の海に横たはる長島よ 
  げに貴きかな、世に汝のあるは。 
                  （昭 18―夏）(神谷 1943:10-13) 
 
上記に使われている鳥羽光子は、神谷美恵子のペンネームである。その鳥羽光子のペンネ







1.4.3  ハンセン病から精神医学へ 
ハンセン病への思いを断ち切らせたのは、両親の強い反対に加えて、かねてからつきあい
のあった X 子の存在であった。X 子は、神谷より 5 才年下の兄の知人の妹で、非定型性精
神病である。神谷は、X 子の主治医である東大精神科医局医師島崎敏樹 10)と出逢い、島崎











































































神谷は、長島愛生園の実習から帰ってのちも療養所に行くことを反対され、1 月 12 日の


































昭和 18 年 12 月 11 日より、東大精神科、松沢病院、その二つを交互に、女子医専の講



































































1944 年 2 月 23 日の日記には、次のように記している。 
 























3 月 2 日 人のこころというものは、早くから一貫して私の興味の対象であったことを
改めて認める。しからば、これが私の専門だったのかと今更考えてみる（神谷 1982b:52） 
 







 1944 年 4 月 16 日の日記には、島崎敏樹に精神科医局に入るまでに読む本を訊ねている。 
 








































































んだが、その間、1939 年 2 月から 6 月までをフィラデルフィア郊外のクェーカー寮で生活
した。そして、神谷が医学を学び始めたのがヨーロッパで第二次世界大戦がはじまった時期
であった。しかし、この時点ではアメリカはまだ中立の立場をとっており、神谷は医学の学
びに意欲的に取り組んでいた。戦況が悪化し、1940 年 7 月、帰国を余儀なくされたのであ
った。そして、日本に帰国後、かねてからの希望であったハンセン病の医療にかかわること
を目指して、東京女子医専での学びを開始する。当時、ハンセン病の病原菌研究の太田正雄





ており、1934 年 1 月 27 日の野村一彦の死後のことであるとしているが、実はそうではな
く、神谷が療養所を訪問していたのは、1933 年である。 
そして、長島愛生園の医学実習で神谷が創作した詩二編が、当時の『愛生』に掲載されて
いた事実である。それは、昭和 18 年 12 月 1 日発行の『愛生』第 13 巻第 12 号の 10 頁か
ら 11 頁に鳥羽光子のペンネームで掲載されていた。 
 
                                      注 
 
1. 神谷の著作、江尻（1995）、太田（2001）なども参考にした。 
2. 三上千代、1891 年～1978 年、1908 年、聖書学院入学、初めてのらい患者をみる。 





任し、1947 年から 1954 年まで全生病院看護婦となる。1957 年ナイチンゲール賞受賞。 












されるようになった。1945年 10 月、胃癌のため死去。 










8. 長島愛生園見学実習日記は、1971 年出版の『人間を見つめて』の第一版に「光田健輔 
の横顔」として記されている。その中身は、1943 年 8 月 5 日から 8 月 16 日まで、見学で
滞在した時の日記の中である。1971 年の出版のときには、全量の約 3 分の 1 が掲載されて、
1980 年（神谷が 1979 年に没後 1 年後）出版された著作集 2 の『遍歴』には、20 年以上経
過して見学実習日記を掲載することの理由が書かれている。 
 

































9. 犀川一夫、1918 年～2007 年、ハンセン病に関わった医師。1944 年、東京慈恵医科大 
学卒業。1944 年から 1960 年にかけて長島愛生園に勤務。戦時中は、一時、中国へ行って
いた。1960 年から台湾へ、帰国後、1971 年から沖縄愛楽園園長、2007 年死去。 
10. 島崎敏樹、1912 年～1975 年、精神科医、神谷美恵子の兄前田陽一の友人の X 子の主治 
医、神谷が東大精神科医局入局時に指導を受けた西丸四方の実弟、島崎藤村の弟の子供、 
島崎家に養子に入り、島崎姓を継いだ。 









戦争の影響で 1944 年 9 月東京女子医専も半年短い就業期間でくりあげ卒業式を挙行し
た。 

































戦況が厳しくなり、翌 1945 年元旦は空襲だったという日記から始まり、1945 年には空
襲の被害の記載が多くなる。同年 3 月 10 日、歴史上にも残る東京大空襲は、その被害も大





































そして神谷の 1 月 9 日の日記には、「昨日六研へ部屋を移した。」（神谷 1984:246）と記さ
れている 
 













14 日/ 島崎先生から拝借の「家」を読んでいる（神谷 1984:259） 
 












































した家族と離れて 7 月 1 日から病院に住み込んで医師として仕事を続けて行った。 
 






写となっているが、8 月 13 日、800 機の艦上機が来襲して、長野県なども被災したと記さ
48 
 
れている。そして、終戦を迎えた 8 月 15 日の日記には、 
 
安田講堂に学生、職員集合、ラジオにて、大詔を拝す。満堂ただ、すすり泣きあるのみ。






 A 級戦犯であった大川周明 3)の米軍医立ちあいのもとでの精神鑑定の検診を行った内村
の手伝いとして神谷は同行した。場所は、1946 年 5 月 7 日は元同愛病院（当時第 316 号占
領軍病院）と 11 日は巣鴨拘置所であった。 
 
5 月 11 日/ 朝 8 時から内村先生のお供をしてジープで巣鴨拘置所へ。大川周明氏、お
よび同室者松井大将、看守 2 人と面会。午後文部省へ呼び出される（神谷 1980c:252） 
 








きと描き出している。内村先生は、昭和 21 年 5 月 7 日と 11 日に米軍医の立会いのも
とで、精神鑑定のための検診をされたが、私は、両日ともお手伝いにお伴をした。 























間は文筆や講演などをして、1957 年（昭和 32 年）71 歳のとき、心臓疾患で死亡した。 
神谷は、1946 年 5 月 23 日、最後の仕事を終え大学へと帰ることができたと日記に記し





   






































































































































































そして神谷は、女子医専の学生であった 1943 年 8 月に医学実習で訪問してから 13 年ぶ

















9 月 24 日/ 朝 9 時半の瀬戸号で長島へ。岡山に一時ごろ着く。園のバスで虫明へ。 
  14 年前と同じ道と村と島。・・・雨の中を本館の園長室へ、光田先生とは、13 年ぶ 
  りの対面だが少しも変わられていない（神谷 1980a:191） 
 










  なぜ私たちでなくてあなたが？ 





















子育てに追われていた 1952 年 11 月 18 日に浦口にあてた手紙に「また「自省録」も呉先
生の御骨折で岩波から出るようになるかもしれません（神谷・浦口 1985:74）」と書いてい
たが、ちょうど、精神医学調査に行くことが決まったこの時期に刊行された。 







長島愛生園での精神医学調査が決まった時期である 1956 年 10 月 25 日、岩波から『自省
録』が出版されて、二年がかりの仕事であった『医学的心理学史』の翻訳も終わり、それは、
後の 1958 年に刊行された。 
 





















3 月 2 日/ 朝から夕方まで夢中で「神谷式 SCT（文章完成テスト）をこしらえ、また精
神構造調査用紙をこしらえた（神谷 1982b:122） 
 
こうして神谷自身が考案した精神医学調査の SCT 用紙などを用いて、島に滞在して調 
査が始まった。1957 年 4 月 7 日から 10 日間の調査を皮切りに 1958 年にかけて 50 日間に















その間、調査に行き始めた 1957 年 8 月、光田園長は退職し、後任の高島園長が就任した。 
ちょうどこの時期、翻訳を終えたジルボーグの『医学的心理学史』は、みすず書房から刊行















9 月 7 日、光田の園長退職を新聞紙上で知ったことが日記に記されているが、13 年ぶり













そのときのことを神谷は、1966 年 10 月 30 日 NHK ラジオ第二放送「読書案内」で島崎
敏樹との対談で述べている内容が神谷の著作に書かれている。 
 










































































とに決まった。1958 年 9 月 24 日、新しく来た宮内医師に精神科医の仕事を引き継いだ。 
 






















しかし、10 カ月後の 1959 年 7 月、宮内医師の退職により、再び神谷が島へと通う日々
が始まる。宮内医師の急な退職については、当時の精神科看護師の田中孝子が『愛生』平成

























































7 月 21 日/ 一時に患者の N さんとランデブ。万霊山のあずまやで二時間ほど彼の話を




































7 月 8 日/ 午後外来が終わるころ、高橋幸彦氏。初めて島に姿を現す。（神谷 1980a:222） 
 
















している。こうして、高橋医師の勤務により、精神科は 2 人の担当となった。 
園内では、午後 1 時から夜 8 時ごろまで外来診療の他、さらに園内では、疎外されがち






1962 年には高橋幸彦医師が赴任し、2 人で交代で仕事を行うが、1965 年には、精神科医













1967 年 10 月、高橋幸彦氏が非常勤になり、神谷と交代で一週間づつの勤務となる。精神





















































































いている。そして、退職を決めた 1971 年 12 月の最後の神谷の日記には、以下のように記
されている。 
 








この章では、1944 年 10 月から東大精神科医局で勤務をはじめ、戦後、結婚、育児を経
て、関西へ転居し、阪大精神科医局からの長島愛生園での精神医学調査がきっかけとなり、
精神科医として 1972 年まで精神科医として通った実際を時系列で辿った。 
神谷は、1944 年 10 月から東大精神科医局で仕事をすることになったが、当時は、悪化し
ていく戦況の中にあり、毎日運ばれてくる被爆者の世話に追われており、赤痢や結核の患者
も多く運ばれてきた様子が神谷の著作に記されている。神谷自身の自宅も空襲にあい、精神





この章では、1943 年 8 月の医学実習で初めて出会った光田健輔と 13 年ぶりに再会し、1957
年 4 月に神谷が精神医学調査に通い始めた時期には、すでに高島園長に交代していた。1947
年 4 月 7 日から 4 月 16 日まで島に滞在して精神医学調査を行う。 
13 年ぶりに 10 日間の日程での調査を終えた神谷は、日常の生活に戻る。そして再び 7 月




神医学調査をするために 1956 年 9 月 24 日に 13 年ぶりに光田と再会したが、その時期は、


















であったが、激務のため、1971 年、冠不全をおこし、体調不良の理由により、1972 年 4 月、
長島愛生園を退職した。本章では、1960 年代の精神科医療の様子を神谷の著作と資料をも
とに明らかにしたが、当時の具体的な様子については、第 3 章で明らかにしたい 
 
                                   注 
1. 西丸四方、1910 年～2002 年、精神科医、1936 年東京帝国大学医学部卒業、1941 年 
松沢病院医員、1946 年、東大講師、1950 年、信州大学医学部精神科初代教授 
2. 安部能成、1883 年～1966 年、弊原内閣の文部大臣、神谷美恵子の父、前田多門から
引き継いで文部大臣になった。 
3. 大川周明、1886 年～1957 年、日本の思想家、民間人として唯一 A 級戦犯で裁判にか
けられた。 





ったのはわずかに 5 回程度であったと日記からは推察する。 
1958 年 4 月 3 日の日記には、「光田先生と園長においとま乞いをする。園長はわたしに 










の帰りに、病床の光田を見舞ったときの様子を 1959 年 10 月 30 日の日記に「午前 9 時、
高校で父の話。１１時の船で虫明に。岡山への途中、病臥中の光田先生をお宅にお見舞い
する。」（神谷 1980a:201）、前述の 9 月 25 日は、島内の普通の官舎へ、そして 10 月 30
日には、岡山の自宅ですでに病臥していた光田は、そのとき、83 歳、他界する 6 年前の
ことである。そして次に神谷の日記に光田が登場するのは、1964 年 5 月 26 日である。
「光田先生ついに昇天され、昨日岡山でお葬式。今日は、園葬。患者さんたちと万霊山ま
で歩いて納骨式にも出る。感慨胸にあふれる」（神谷 1980a:224）と記している 
神谷の記した 1971 年の『人間を見つめて』には掲載されていないが、1974 年の改訂
版に掲載された「島日記から」の中に登場する光田との対面場面は 4 回である。そして、
追悼文にも掲載されている高橋幸彦医師の紹介のために病院へと見舞った面会を加える
と、光田と面会したのは、5 回となる。そして、『愛生』誌に、「愛と知と 21 年前の光田
先生」と題して追悼文を寄せた。神谷は、21 年前の 1943 年 8 月に 12 日間の実習で接し
た光田のことを記したのであった。 
 


























『遍歴』において、1943 年 8 月の実習日記の全文を公開した。 
6. 高島重孝、1907 年～1985 年、皮膚科医、1931 年、慶應義塾大学医学部卒業後、国
立療養所粟生楽泉園勤務、1938 年、東北新生園勤務、1942 年、傷痍軍人武蔵療養所勤務、
1944 年、駿河療養所勤務、長島愛生園初代園長光田健輔退職により、1957 年 8 月より、 
長島愛生園 2 代目園長となる。 
7. 田中孝子、2015 年没、1960 年代、神谷美恵子が通った時代に精神科に勤務していた
看護師。神谷が引用した『愛生』1967 年 7 月号には、「癩療養所に於ける精神科看護」の















中 1967:39-47）   











4.  中年男性 Ｓ 分裂病 
5.  中年女性 Ｆ 躁病 
6.  中年の夫妻（夫）不眠症  
7.  中年の夫妻（妻）不眠症 
8.  初老婦人  強迫神経症 
9.  中年の男性 Ｔ 分裂病 
10.  K・S  たえず、廊下を徘徊、電気スイッチを開閉。水道を流したり、止めたり、 
11.  S・Ｓ 昂奮状態、廊下で放尿。女性患者の部屋にちん入。性的暴行 
12.  H・Ｔ 陳旧性分裂病。だらしなく横臥。ボロ包みを赤ん坊のように抱いている 
13.  K・T  相変わらず、常同的に指でひざをまわす。 
14.  T・T  クロールプロマジン連日 100mm で見違えるほどおだやかになる。 
＊10・13・14 は同室 
15.  O・R  聾唖の精薄者、壁一面に自作の図画が貼ってある。 
16.  S・H  以前は、躁病的だったが、今は、全く痴呆的になり、反響言語 
17.  O・H 母子 両者とも精神薄弱 
18.  A   結核+ ノイローゼ + レプラ 
    聖書学会の勉強についてゆけなくなり悩んで、結局、自殺した。 
19.  T・N (外来) 四年ぶりに逃走から帰ってきた。てんかん性の周期性、不機嫌の人 
20.  O・M   祈祷性精神病の宗教的境地 
21.  H・T   19 歳の結核の青年が分裂病の始まりらしい 
22.  M・Y  コントロール投与で色の幻覚が消失。 
23.  M・K  強迫神経症 
24.  T・A 
25.  K・S  肝障害 
26.  T・M 
27.  K   1968 年 3 月 5 病棟に収容、タヌキが床下に隠れていると夜になると騒ぐ 
28.   N・M 相当のお婆さん、昔、水商売をしていた 
29.  O・N  盲目、1 時間づつ御詠歌を口ずさむ 
30.  H・S  大島青松園 ガフキー2～3 
  31. K・N 1957 年 6 月 14 日死亡、面接日 1957 年 4 月 13 日  
 
10. 高橋幸彦、1935 年～ 、精神科医、茨木病院理事長（2016 年 3 月現在）。神谷美恵子
が通った当時、1962 年より 1969 年まで通った精神科医師、高橋幸彦医師へのインタビュ




第 3 章 1960 年代の長島愛生園の医療と生活 
 
第 1 章、第 2 章では、神谷の生い立ちから精神科医として長島愛生園に勤務し、退職す
る過程を述べた。1957 年から 1958 年にかけて精神医学調査の目的で長島愛生園に訪れた
ことがきっかけとなり、放置されていた精神科医療に驚愕した神谷が精神科医師として関
わるようになり、新任の医師が見つかり、1958 年 9 月に一旦、島から離れるが、その医師
















は日本で伝道するため、1889 年 12 月、神戸埠頭に上陸し、翌 90 年 2 月下旬に熊本に到着
する。第五高等学校の教授や学生に伝道するためであった。4 月 3 日、熊本についたばかり
のリデルは、本妙寺に桜見物に出かけた。彼女が観たのは参道で物乞いをする大勢のハンセ
ン病者達であった。これを機に、リデルは直ちに患者救済の活動を開始する。熊本郊外の立
田山麓に病院を開設し（1895 年 11 月）、回春病院と命名した。リデルは、伝道師の職を辞





















































1923 年（大正 12 年）日本を出発して、光田は、第 3 回国際らい会議に出席した。光田





しという電報を受け取り、光田が帰国したのは、翌年 1924 年（大正 13 年）1 月のことで









1931 年 11 月 10 日、渋沢栄一が死去、渋沢の死後 3 か月後、1932 年 2 月、熊本回春病
院のハンナ・リデルが 83 才で死去した。 
 
3.1.3 長島愛生園の開園、1931 年に始まった収容 
国立らい療養所第一号として設立された長島愛生園に患者が入所したのは、1931 年（昭
和 6 年）3 月 27 日、定員は 400 名であるが、全生病院から 81 名に絞り込み、農耕、畜産、
木工などできるものが開拓のつもりでいくことを提案されて、途中、大阪から 4 名加わり、
85 名で始まった。 
1931 年（昭和 6 年）長島愛生園、光田は 55 歳で初代園長となった。雑誌「愛生」創刊号
には、その 1 年のことが記されている 1) 
初期の長島愛生園は、公立療養所の増床計画 1921 年（大正 10 年）にあわせ、公立では

















ようになり、一家離散、自殺など数々の悲劇を生んだ。1943 年（昭和 18 年）8 月 27 日は、



































































1) 長島愛生園の開園、大風子油時代の医療（1931 年～1948 年） 
国立らい療養所第一号として設立された長島愛生園に患者が入所したのは、1931 年 3 月
27 日であった。定員は 400 名であったが、全生病院の 81 名と、大阪から 4 名加わり、最
初の入所者は 85 名だった。 
 1931 年開園当時から 1948 年にプロミンが使われるようになるまでの 16 年～17 年間は
治らい薬としては主として大風子油を用いた時代であって、いわゆる大風子油時代と呼ば


















2) 戦後のプロミンの時代（1948 年～） 
1943 年にアメリカ・ルイジアナ州のカーヴィル療養所で発見されたプロミンは、1946 年
4 月東大薬学科の石館守三が国産の薬として合成した。長島愛生園では他の療養所に先んじ
て横田篤三と犀川一夫が 1947 年 1 月より 10 名の結節らい患者に試み、その一部成果を
1947 年 11 月 2 日と 3 日に開催された鹿屋市の第 20 回日本らい学会に於て初めてこれを発












 開園以来の切開手術の統計を 5 年毎にみると、1931 年から 1935 年まで 33 名、1936 年
から 1940 年まで 43 名、1941 年から 1945 年までを 68 名、1946 年から 1950 年まで 58
名、1951 年から 1955 年まで 8 名、1956 年から 1960 年まで 1 名である。「のどきり 3 年」
6)という古くから療養所に伝えられた言葉は 1960 年代には使われなくなった。また気管切
開を行った症例でもプロミン系統の薬剤により全身症状がよくなれば、カニューレを抜い
て気管瘻孔を閉鎖する手術も増加し、1946 年以降本手術を受けたものが 40 例に達した。
また眼科領域では、プロミン、プロミゾールの効果により角膜の濃厚な混濁などが減少した
為に失明の防止ができるようになった。愛生園における 1943 年から 1948 年までの六年間

































原田医官 1969～1977 年（昭和 44 年～52 年）、尾崎医官 1969 年（昭和 44 年）～、中



















眼科医は、橋爪久子が 1955 年、塩沼英之介が 1965 年に辞めたあと、眼科の専門ではない
名和千嘉・藤井義明が後任となったが、患者からは専門の医師の就任が求められた。1972







1948 年、看護制度改革が実施され、社会一般の大病院や療養所は 1950 年頃より新看護
体制へ転換を始めた。らい療養所もこの新看護体制への切りかえが行われた。長島愛生園で
























































愛生園の精神科医療は、神谷美恵子医師が初めて手をつけた。1958 年（昭和 33 年）
「一連の精神医学調査を行ってみたときには、内因性精神病の人たちに対してさえ、ほ





長島愛生園創立 40 周年記念誌によると、精神科の建物は五病棟として 1966 年に整備さ
れ 7 床で始められたことが書かれている。その内容は、同年 7 月、1 病棟、コロナ病室入室
















  34 年から 35 年にかけて精神科医の宮内先生が専任として来島され、きめこまやかな
仕事をされたが、惜しくも 10 カ月で辞められたので、35 年 7 月からは、当時の精神病
棟“とけん”の運営は、ひとえに田中主任の熱意によって支えられた、と云っても過言
ではないだろう。 
   37 年 7 月以来、若き精神科医高橋先生が通園されるようになったのは大きな福音で
あった。先生は、精力的に外来診療にもあたられ、患者のリハビリテーション 8)にもつ
くされた。 
































関節固定・腱移行等の手術は、1960 年（昭和 35 年）の 9 例から、1963 年には 81 例、翌
















た。1962 年より理学療法が日出地区で開始され、1963 年より義肢、装具も開始された。 
 
5) 医師不足解消を求める医師充員要求決起大会 
1957 年 8 月、初代光田園長に代わり、高島園長が就任した。このとき医師の定員 25 名
に対して実員は 13 名であった。戦前は、1940 年の医官 12 名・医官補 2 名、計 14 名であ
ったが実員は 10 名を超えたことがなかった。戦後は、1952 年に定員 19 名となり、翌年か
ら 20 名を超える定員となったが、実員は定員の 6 割前後だった。自治会は、「医療に関す
る要望書」を出したが、1953 年以降も医師不足が続いた。1960 年犀川一夫は台湾に赴任し、
医師は定員 26 名に対して 10 名を数えるほどになった。欠員が欠員を生む悪循環を断ち切








医師の補充請願書（1960 年 12 月 15 日） 
 
























1960 年 12 月 15 日 
                     大会委員長     本田 稔 
                     全医労長島支部長  三島 寿夫 
                     医務部代理     塩沼 英之助 
 































































1961 年、マニラで開催された WHO のハンセン病教育プログラムに、日本からは石原・
犀川・湊などの療養所の治療担当医が参加し、在宅治療中心の世界的なハンセン病対策を学
んだ。その後、石原が愛知県の外来診療を開始、湊が米軍統治下の沖縄で外来診療に従事し、
長島愛生園にいた犀川は、台湾の WHO 対策に出向いた。 





























































































   もはや、療養所の問題点の指摘ではどうにもならない時期が来ているように思われ
る。療養所の患者像に問題があるのなら、そうした問題を今後創り出さないために何を
どうしたらよいかを明らかにし、実行すべきであろう（文責 尾崎）」(尾崎 1975:30) 
 
1969 年に基本治療科に赴任し 2 年勤務した時期の尾崎医師が、療養所の問題点を考える
時期がきたとも記している。8) 尾崎医師は、当時、上記の『レプラ』44 号の別刷り神谷宛


















































































































































3.4.2  難治らいの登場するまでの歴史 
1) スルホン剤15)の歴史 
1.1) プロミンについて (プロミン誕生から日本で使われ始めた時のこと) 
1943年にアメリカ・ルイジアナ州のカービル療養所からプロミンの有効性が発表された。
1946 年(昭和 21 年 4 月)、国産の薬としてプロミンの合成に成功したのは東大医学部薬学科
の石館守三によるものである。長島愛生園では他の療養所に先んじて横田篤三と犀川一夫




















1948 年（昭和 23 年）の同学会では各所よりその効果が発表され、同年 10 月からは厚生
省でも正式にこの薬剤を取り上げその効果の顕著なことを確認した。その他、内服薬として
は同じスルホン剤であるプロミゾール、DDS 等がある。プロミンが愛生園に於いて入園者














1949 年（昭和 24 年）2 月、厚生省はプロミン予算 6000 万円を計上したが、大蔵省は
それを 1000 万円に削ってしまったため、全国の患者の憤激をかい、激しい請願・陳情

























1970 年代に入っても DDS を新薬だといって警戒していた患者さんも長島愛生園に
いました。副作用については、貧血があって、プロミン開始のころは、定期的な治療中
止期間が設けられ、造血剤の併用も時々行われました。1950 年くらいから 1960 年代
のプロミンの一回の注射量は 3ｇがほとんどでしたがプロミンの量は、当初はまだ模索
していたようで、3ｇやったり、2.5ｇやったり、患者さんの体重や状況によって、調整
していたんです。日曜を休み週 6 日注射が基本でした。貧血の強い患者さんには、3 カ
月ごとくらいの休薬期間がありました。これは副作用の貧血を回復させるねらいで実
行されたみたいです。 
DDS も注射と同じで週 6 日内服が基本でした。量は少なめで、１日にすると、25mg















の効果が確認された。この成績は、昭和 23 年 10 月に日本らい学会（第 21 回、会長林




























2 )  1960 年代前半のスルホン剤 
内服薬として DDS（プロトゲン錠）、プロミゾール、プロエチール、プロトゾール、アセ 
タミン、注射がプロミン（静脈注射）、プロトゲン注（筋肉注射）が使用されていた。DDS 















































られたが DDS という名前が広く用いられ、プロトゲンの名称は DDS の注射薬に用い
られた。古いカルテを参照するとき注意を要する事項の一つである。他にもいくつかの


















しかし、化学療法が始まって 10 年余り経つと、治療に抵抗する例や、副作用のため 







































3.5  難治らいについて 
 
3.5.1  難治らいについて書かれていることと尾崎医師の証言 
菌が陽性になり、薬が効かない状態になるという薬剤耐性、所謂、難治らいの問題が療養
所間での話し合いがもたれ、その内容が『レプラ』に掲載されている。それは 1968 年の『レ
プラ』37 号に掲載された「難治らいに関する諸問題（シンポジウム）（第 41 回日本癩学会）」
と 1969 年の『レプラ』38 号に掲載された「化学療法に抵抗する癩症例について」である。
これらのシンポジウムでは、当時問題になっていた難治らいについての取り組みが報告さ
れ意見交換が行われた 20)。それ以降難治らいについてのシンポジウムなどは行われていな
























上記のことが掲載された 1964 年（昭和 39 年）末の段階の治らい剤の使用比率を調べて
みると、長島愛生園の自治会誌には、以下の記述があった。 
   
1964 年（昭和 39 年）末における治らい剤別の使用比率は、D.D.S、35.7％、プロミ
ン 29.0％、プロトゾール 14.3%、プロトゲン注 12.4%、大風子油 4.7％から、1969
年（昭和 44 年）においては D.D.S,60.3%と圧倒的に多く、プロトゲン 11.5%、プロ
ミン 6.3％、チバ 1906 が 9.1%、プロトゾール 6.2％、などとなっている。そのほか
にストレプトマイシン、カナマイシン、チバ 1906（注射液）などの注射を行ってい
る者が 30 名ある。これは難治らいとの関連がある。（長島愛生園自治会誌 1881:105） 
 
上記のように 1964 年（昭和 39 年）末における治らい剤別の使用比率は、DDS が 35.7%、

































れは 24.9％に相当する。また L型患者 1016名のうち菌陽性は 33.4%に相当すること







  スルホン剤の菌への効果として挙げられるのは、菌の増殖を妨げて体内の菌が衰えて 
  減少してゆくもので、これは菌を直接殺す殺菌作用じゃなかったんです。このために、 
患者に菌が検出できなくなるまで長い時間を要しました。 
   スルホン剤の単独療法を続けることによって、耐性菌が生まれ、難治らいの問題が 






































たのである。その状況は、神谷の「島日記から」の 1968 年 4 月の日記にも書かれている。 
 






を 10 枚以上着かえたということも苦難として語られた。 




























   やはりここでサルフォン剤の全然効かない例や再発例もぽつぽつあるので、さらに
強力な薬がしきりに待望されていた。（神谷 1980a:266） 
 























全然治療を受けていない者 50 名（21.7％）が述べたところによると、他の 155 名が
受けているサルフォン剤は自分たちに全く無効か、あるいは悪い副作用があるとのこ
とであった。よく知られているように、この有効性の差は、癩の病型と関係がある。



























   ところがプロミンというのは静脈注射ですから、長い間使えば静脈も痛みますし、い 













































プロミンが一般的に使用されてから 20 年目の 1969 年（昭和 44 年）、無菌者は入園者の
75 パーセントに達しているが、難治らいの問題は解決をしていなかった時期である。1981





3.6  1960 年代の長島愛生園の療養所の変化 
 









この 10 年間は入所者もまた、相愛互助を園是とした過去 30 年間に匹敵するほどの激
しさで流動しはじめた。それはプロミンの治癒効果と、解放医療への踏切りが、大きく
作用して、その流れに拍車をかけた。入所者の生活は、前半は徐々に、後半は激しく流







































3.6.2  昭和 30 年代以降の社会復帰の増加と園内の様子 












































   (2)   ライの根本治療の強化、並びにその一環として、社会復帰に耐え得る体力を鍛練
するための場を設置することが必要である。 
   (3) 就職に必要な援護制度の確立。 
   (4)  入所者は、社会的経験及び職能経験に欠ける者が多いので、社会生活の訓練と職
能訓練の方途を講ずることが必要である。 
   (5)  施設職員は正しい医学的定説に基づき、自信をもって患者を指導する。 
   (6)  進んで一般社会人に接触する機会を得るよう努力すること。（例えば、集会、奉仕、
見学等） 
  （二）社会復帰の意欲を阻害する社会的要因 
  (１) 一般社会においてはライに対する正しい知識の欠如が、退所者の受け入れに大き
な不安となっている。そのための対策としてライ関係者及び公衆の啓蒙に努力しな
ければならない。 
   (2)  現行の家族援護措置は、退所と同時に打ち切られるため、経済生活の面で大きな
不安となっているから、退所後といえども、現時のライの特殊事情に鑑み、一定期間
生活の安定するまで継続されることが望ましい。 
  （三）就職のための諸問題について 
   今日までの就職は、主としてライをよく理解された人と、所内の関係者との人間関係
において取り扱われてきているが、今後はさらに次の項について鋭意一層の努力を
払い、社会復帰の有終の美を飾りたい。（田中 2005:382-383） 
    
資料によると、社会復帰に対して準備する段階にも入っていたが、この研究会は 5 回で















1963 年 9 月、当時同志社大学の教授であった鶴見俊輔が学生に訴えたのがきっかけであ
った。田中文雄の著書による鶴見の体験は以下である。 
 













「YMCA は単に社交のための場にすぎないのか。YMCA の C はクリスチャン精神で
































































盲導植樹で動き始めた盲人会は、1967 年 5 月 12 日、ハーモニカバンド「青い鳥」で大
阪茨木の精神病院に慰問演奏を行ったのを手はじめに、1968 年 6 月には、FIWC の主催に
よる大阪厚生年金会館の演奏、翌年は本門仏立宗全国大会にも参加した。タクトも音符も見
えない盲人たちよる音だけをたよりにした演奏は、次第に公演の活動の範囲を広げていっ






















まり、平均年齢は 52 歳になり、1965 年 3 月小学校は閉鎖、1968 年中学校もまた休校とな














いは、重い障害のため島に留まざるえない人の医療の問題も残されていた。2016 年 7 月末














































プロミン導入から 20 年後の 1960 年代半ばからスルホン剤の効かない難治らいの問題が
おこり、それを解決するために生まれたのは多剤併用療法だった。この多剤併用療法が長島









それは、DDS に、リファンピシンとクロファジミンという二種類の薬を 2 剤ないし 3 剤組
み合わせるという多剤併用療法だった。 
 



















1967 年 5 月 12 日、ハーモニカバンド「青い鳥」を結成した。そして、大阪茨木の精神病








                    注 
1. 1931 年 10 月、雑誌『愛生』は創刊された。その P,1 に愛生日誌が書かれており、長島に
初めて上陸したときの様子が描写されている。 
 





その年の入園者 461 名（男 365 名 女 96 名）（愛生 1931:31） 
 
2. 尾崎元昭 京都大学医学部皮膚病特別研究所施設に所属し、ハンセン病医学を学び、 
1969 年 7 月～1977 年 11 月まで長島愛生園で皮膚科医として勤務。その後、京大病院・公
115 
 
立病院に勤務し、再び、2003 年 4 月～2008 年 3 月まで勤務し、2014 年現在、非常勤勤務
を続けている。薬剤耐性菌問題についての聞き取りは、2014 年 4 月 11 日午後 2 時～4 時
半、同志社大学寒梅館 1 階アナトリウムにて、研究同意書を記入の上行った。 
原田著『麻痺した顔』の中には、尾崎医師のことが書かれている箇所がある。 
 












5. この第 20 回日本らい学会は、1947 年 11 月 2 日と 3 日に行われた。長島愛生園からの
報告がレプラ第 17 巻に掲載されている。長島愛生園の報告を抜粋する。 
 
「35.癩のプロミン療法（第一報） 
                （愛生園）横田篤三 
                     犀川一夫 
10 例の女結節癩患者に試みた。中 5 例は陳舊、5 例は初期結節癩で、前者は発病後平
均 8 年、大風油治療を平均 5 年受けたが、後者は発病後平均 1 年 6 カ月大風子油療法
を受けていた。（中略）結論：1)現在迄の所では、さしたる副作用はなかった。2)本剤を


















代、法律制度整備途上の 1960 年 9 月 5 日に 25 年ぶりに多磨全生園を訪問した神谷が日記
に１人のソーシャルワーカーに出会ったことを記している。 
 
五時頃本館にかえり、social case worker の T さんにひき合わせられ十五分ほどお話





























































法で耐性が証明されたと記載されているのと同一である。これらは、1964 年の Pettit らの
耐性証明が Lancet という英文誌に載ったことの報告である。 












無償供与を受け、その歴史的な効果を 1943 年に報告している。（成田 2007:269） 
13. 尾崎元昭 京都大学医学部皮膚科および皮膚病特別研究施設に所属し、ハンセン病医学 
を学び、1969 年 7 月～1977 年 11 月まで長島愛生園で皮膚科医として勤務。その後、京大
病院・公立病院に勤務し、再び、2003 年 4 月～2008 年 3 月まで勤務し、2015 年現在、長
島愛生園に非常勤勤務を続けている。  
14. 1974 年のレプラ 43 巻 1 号において成果として「らいに対するリファンピシンの効果」 







1976 年 10 月に厚生省医務局国立療養所課より刊行された『国立療養所史』（総括編）に
おいて国立らい療養所化学療法協同研究班の報告について以下のように書かれている。 
 
  最近、DDS や CIBA(1906)その他の治療に抵抗する所謂何難治らいに対して、リファ
ンピシン（RFP）が用いられている。昭和 49 年「らいに対するリファンピシンの効果」




























る。このように 1960 年代は激変の時代であるといえる。 
19. 1907 年、「癩予防ニ関スル件」が施行されて、1931 年、「癩予防法」として改正された。 
20. プロミンをもって代表されていた DDS 系治らい剤に対しそれを永年使用することによ 
り、所謂薬剤耐性菌と思われる再燃症例が昭和 30 年頃からボツボツ認められていたが、最
近の 10 年間では、らい腫型患者の約 1 割にらい腫の再燃を見た。このような症例に対して
は DDS 及びその系統の薬以外のものとして、チバ 1906、ストマイシン、カナマイシンな
どが投与された。これらの製剤によってもなお病勢が衰えず、再燃をくり返しらい菌の減少














第 4 章 長島愛生園での実践へ 
 ― 精神科医として出会った入所者 
 














4.1 小泉雅二の診療録から ――人間的な生きざまとの対話 
 
本節では、神谷のテクスト、高橋医師の証言をもとに長島愛生園の精神科医としての神谷













































1)  実際に記録されたことからみえる事実 
1967 年（昭和 42 年 7 月 7 日）に高橋が訪問し、診療録には、以下の文章が記録さ 
れている。 
 
















1967 年（昭和 42 年）11 月 9 日に失明に近づくことが高橋の文字で記録されている。 





1968 年(昭和 43 年)9 月 6 日診療録神谷記載 




















続いて 10 月 4 日に往診した高橋医師にも焦りや苦しみを伝える記録となっている。 
 







1969 年(昭和 44 年)3 月 14 日診療録神谷記載 
3/14 再び二病棟 9)に入室。chronische Nephritis10)。Psychisch11) に 





1969 年(昭和 44 年)3 月 28 日診療録神谷記載 





chr. Nephritis で全身に Oedem 14)。Lepra15)の状態も悪い。 





昭和 44 年 4 月 15 日 Am10 時 46 分 死亡 
 
神谷が最後に往診した日である 3 月 28 日から 18 日後の 1969 年(昭和 44 年)4 月 15 日午
前 10 時 46 分、慢性腎炎、尿毒症のため、小泉は息をひきとる。 
診療録の 3 月 28 日の記録により、「島日記から」の 3 月 28 日―29 日に登場する K・M
が小泉雅二であることが証明された。 
 














診療録により小泉が 1969 年(昭和 44 年)4 月 15 日に死亡した事実が確認できた。小泉雅
二と神谷美恵子が診察で出会ったことが診療録の詳しい記録に残っているのは、1968 年(昭




2)  小泉雅二と神谷美恵子 

















































小泉の死後、1971 年 4 月刊行された小泉雅二詩集を受け取った神谷は、長島愛生園の雑誌






































 一日 150 人の患者を診察しておられます。 
 
 らい政策の終わったらい院で 


















 眼科のお医者さまは、2 週間に 1 度、らい院にやってきて 







いことはあまりにも明白であった。（神谷 1980a: 153） 
 
このように神谷の著作にも引用した詩のことは、神谷の診療録によると、1969 年 3 月 14
日、「録音機操作を 1M かかってマスターし、詩を 10 編創作した」と書かれている。その詩
集が長島愛生園の神谷書庫編集部に保管されている著書の調査により発見することができ
た。それは、島田ひとし発行の『らい』誌の 14 号（1969 年 3 月号）に掲載されていた。そ
の『らい』誌 14 号の中に小泉雅二のらい盲編の詩として 7 編（1,鏡と痛みについて 2,失明







  杖が目になることはむつかしい 
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  目が杖になるのに 
  十年かかるという 
  ある盲人がいてぼくより若い盲は 
  おれの目は十年たって 
  杖になり得ているだろうか 
  という 































































昭和 9 年 9 月 25 日、外島保養院で生き残った患者が、長島愛生園に収容されました。
弟も私も四日前の恐怖のぬけないまま、避難の場所にきて少しずつ気を取り戻しまし
た。昭和 13 年 7 月 5 日に光明園が新しくできて、私ら外島保養院から来たものは、光



















               
















































1961 年 8 月 6 日の日記には、「喪失のところを書いていると、現在の気分まで悲しくな








































































































 4.3 女性 N の診療録からみえるもの 
――病状を媒介にした精神科医としての対話 
 


















   どうぞ心明るくおくらし下さいませね。私たちは病気になっても皆、神様のみ手の中
にあるのですから。ご主人様に沢山よろしくお伝えくださいませ。 



























 神谷は、1965 年から精神科医長として勤務している。N の診療録の 1965 年 8 月 23 日に









神谷が記載した 1966 年からの診療録から拾ってみることにしよう。 
 
1966 年 1 月 4 日/ 明日、又、光がみえるだろうか、と夜ねる前に気になっている。 











1 月 28 日/ 塩沼先生にもう一度、ope の可能性を問うたところ、眼圧を測ったり、いろ
いろ調べた上でもう一度考えようといわれた。それで又一度の希望をもち出した。眼の
前ばかり考えているので、毎日、光のみえ具合ばかり気にしている。この前（1/21）塩
沼先生に ope 不可能と云われた時は、絶望的になり死のうかと考えた、と。 
 
  2 月 18 日/ 起きている眼のことが気になって、今日は、光がどの程度、感ずるかとい
うことが気になるので終日、床にいたりしている。 
 








  3 月 25 日/ この頃、ますます、暗闇につつまれている 
 
  3 月 30 日/ 昼間の電燈の光も分からなくなってきた。 






このように 1966 年には眼の状態のことが気になることが毎回記されている。 
 




  6 月 10 日/  6 月 20 日すぎ（22 日？）に ope を受ける予定 
  “期待すぎずに希望をもつ”という 
 
  6 月 22 日/  Ope が行われた。 
  7 月 22 日/ 眼がみえるようになったので、少し気分が明るくなってきた。恐怖感は、
大体とれてきたが夢が多くてうなされることが多い。 
 
  7 月 29 日/ 眼がよくなり、色のみならず、形もある程度みえる（凸レンズをかければ）
気分がずっとよくなった。 
 
 8 月には眼鏡もり、9 月には眼の状態が安定し、センターでの生活を始めている 
 





 1967 年 2 月 9 日/ 本人は部屋の外で人が何か自分のことを云ったような気がする。前の
様になったら困るという 
 
  2 月 25 日/ 前のように何かきこえてきせぬかと心配ばかりして疲れて顔色悪し、人の
云う事が自分の事ではないかとのみ考える。ラジオすらきけない。“つぶやき”がきこ












4 月 26 日/ まだ周囲に気がねする。めいりこむ様な気持ちがなくなったと。 
  人の中へ行くことが楽になった。 
 
5 月 11 日/  ばかにしていると何かささやいているような気がする 
 











1 月 25 日/ 知人からも元気そうになったねと云われたと嬉しそうに語る 
2 月 7 日/ 視力減退のため塩沼先生が又 ope をしようといわれた。それがうまくいくか
どうか心配 
 
 2 月 7 日の神谷の日記には以下のように書かれている。 
 














3 月 9 日/ Ope の結果、視力が悪化したという。Ope は 28 日（しかし、これから更に
視力快復のみこみがあるらしい） 




神谷は、8 月 7 日から大島青松園に行き、そこから翌日長島にやってきて滞在して診療し




9 月 5 日/ 全体の調子はよいが、昨日初めて大ぜいの人の集まりへ行ったら疲れた。左
腕がけいれんした。 
 




10 月 18 日/ 自分のことをいわれているようで気になる。淋しくない。体を風が吹きぬ
ける。視力 0.01 まで下がったが充血なし 
 









11 月 13 日/ 姉のことをくり返す。 
 






















































8 月 22 日/ おびえた顔つきでうずくまっている 
   うなるような声 
   先生、私の中に怪しい声がします 
   私をポイントにして何かをやっているような気がします 
 体中に重みがかかってくる 




9 月 4 日/ 神谷が来るのを待ちかまえていたと、いきなりしゃべりだす。 
   “先生がこられたら話そうと思っていました。 
   二病棟のときの夢は、皆、ほんとうだったと思います。 
   創価学会の人が私をどうかしようとしているのではないでしょうか？ 
   その人たちの声が聞こえます。お風呂に入ると皆が私を避けるようだ 
   天井の上から声がきこえるでしょう？ 




   常に創価学会対キリスト教の問題がある 
 










 10 月には神谷の往診が行われている。 
 
10 月 4 日/ 夕方になると、はしが重くなる 
   自分のいう事がきこえて 




  ＊10 月 2 日～4 日/ 島の高校生が１人、急に発病して困っているという連絡で、一日
早く島へくる。沖縄の子。分裂病の緊張症状はあるがりっぱに心因もある。彼はオバサ
ンとよび、ちょっとはなれると「オバサーン」とよぶ。 






11 月 6 日/ 自分のいうことが人にきこえてしまう 
  自分の事を云う声がきこえる。おそろしい 
  宗教の人たちの声,けさ、何かしようとしたので、声が命令するからと云った 
  いろいろ、ざぶとんのところにいろんな人の顔が沢山みえる。 
  宗教の人が自分をひっぱろうとしている 
  エス様におすがりしている、が、時には背中を押えつけられているように感じる。 











  11 月 9 日/ “先生、前よりよくなりました 
  声は聞こえます。だれかがみているようであり、でも、いう人があるならいうがいいと
いう気持ちになり、この 1w は、ずうと気になりません。 
  声は死んだ祖母などの事をみな知っていて、話をする。私のねむい時の悪い事も話す。
語り手が語るようにきこえる。 





  11 月 18 日/ 恐ろしい事がみなある 
  自分のいった事も何もかも向こうにわかってしまうと 
  “お通じを出したいと思うのに出ない” 
  腸の中をぐるぐるまわって外に出ない“とけさからさかんに言う。 
  “悪い注射をしたためにおふろに入っても背中がとろけてしまう” 
  と云って泣く。体が酸性になった。かげの声がそういう。 
  夫曰く“一昨日午後から調子が悪くなった。それまでよかった、ちょっと沈みがちだ 
  った 
 
 1 月 9 日の診療録の神谷書いた文字の下には、下線が引かれている。本人がよくなったと
いう言葉と違って神谷の印象は「よくなったとはみえない」と書いている。 
 
1970 年/ 1 月 9 日 
1/7 に一寸悪く、今少しよくなった。 
 “グル―プの人たちが私をあの宗教に入れるために云々“と 




＊1970 年 1 月 9 日/ 今日は、大島青松園からきた H・S に会う前に園長や医務部長と










  1 月 23 日/ この 2w、幻聴に拘らなくなった、食物は何でも食べるようになった。 
 被毒妄想、しかし、洗眼、注射は警戒している 
  洗眼のほうさん水が濃いように思う。下肢がこたつに入れると固くなる 
  放射能が自分の体に出てきて、それが主人にうつらないか心配だ 
  これは声がいってくる 
  しかし峠はこしたという感じ 
 
 2 月 19 日/ 食べずにしまっている 
  一寸なめてみると直感でこれはいかんと思う 
  宗教関係の人が自分を宗教にいれようとした。毒をもるのだと思う。 
  私をキリスト教からはなそうとしている人たち、そのため一日中、エス様に祈り 













4 月 16 日/ 電気か何かで私が考える事が向こうにきこえる様になる 
考えた事を向う人があとでひそひそと話すのがきこえる 
  考えた事をつぎつぎにつないで遊んでいるみたい 
  “私生命をまとにしている、首をつってしまえ”と声が示唆する 
  眠っている時は声がきこえないがおきたらすぐにきこえる 
  三本の注射で体質を変えられた 
 “死ね死ね殺す殺すと云われますと何度も繰り返し云って泣く 
 
  7 月 16 日/ この 4～5 日間は調子がよくなりました。少し明るくなった。 
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  本人は、相変わらず、同じ事を言う。 
  考えてた事が皆わかって、よって、又もどってくる、云々。 
 しかし、声にそれほど気をとられなくなった。声に左右されなくなった。 
  話の間に笑いが出てきた 
 
8 月 13 日/ きこえてくるが前よりも遠くきこえる 













 10 月 16 日/“幻聴ではなくほんとうにきこえるんです” 
  宗教の人が自分をひき入れるように云っている“ 
  “起きたとたんに声がきこえます” 
  “私が先生にいう事を録音しているようだ。いっそ、外来へといこうか”とけさ、がん
ばった“ 
  “殺してやる、死んでしまえ”という声がする 
  “補導員さんがおふろで背中を洗ってくれる時、背中の皮がどろどろに溶けあうような
気がする” 
  “首をしめられるような気がする” 
 
















 1971 年 
1 月 7 日/ あるグループの人が今晩のうちに殺してやるといっている 
  この迫害というのは、宗教に入らないと強要する 
  私はキリスト教を信じているから断ると更に強要する 
 




2 月 4 日/ 主人曰く このごろ少しいいようだ 
本人 やっぱり聴こえるが遠くなった。あれがひどいときは泣いてばかりいた。 
  どうしてもある宗教の人が私を宗教に入れようとする声がきこえる、思考がとられる 
 




  みんなそこに分かってしまう、そういうキカイがある“ 



















  たら、何もかもよくなり、責めることはしないとはっきりときこえる。 
電気の工事がしてあって、ここで云うことがみんな当直室で見張っている。（職員が） 
 
5 月 14 日/ “この間うちからぐあいがわるくなったが、やっぱり、自分の考えた事が
声になって聞こえるのだと思う、ずっとよくなったと思う“という。 
  “時々、電気でのどをしめられる様に感じる” 





5 月 27 日/ あるグループの人から・・・仏教なら良いけど、キリスト教はダメだと責
める・・・何がしていると聴こえない、本当にしていると思うんです。 
 
8 月 18 日/ また聞こえるんです、内容は今までと同じ 
薬減量したら、時々、不安があるので、薬を与えてしまいました。 
  “赤い玉のお薬”がもっと欲しいという。 
  “幻聴は以前ほど連続的でなくはっきりしていない” 
  自分が思い浮かべたことを云ってくる。 
  宗教のヒミツを知ったから、なるべく死んでくれという。自分がしにたくなくなる 
 “声を聞こうとしながら、聞こえなくなりました” 
  夫曰く“この頃、だいぶほかの事も考えられるようになりました” 
  以前からみればはるかに改善している 
 
8 月 26 日は、他の医師の文字で「先日神谷先生の受診以来、だいぶ落ち着いた。」と書か
れれている。 
 
10 月 21 日/ やはり聞こえるが少し遠くなった。 
  主人にきこえないのに私だけに聞こえるのだからおかしいなと思います。 
  会に入らなければいけないと云ってきます。 
148 
 
  私はクリスチャンですから入れません。 
  電気のようにきこえてきます。 
  夕方になると聞こえるのが重なってきて疲れてよく寝ます 
 
11 月 18 日/ 相変わらず同じことがきこえます 
  （主人曰く：前ほど気にかけていないよう、会に入れば“助けてやる”というか、どん
な事あってもエス様を考える声がきこえます。 
  時々、首をぐうとしめられるような感じがします。 
  誰かがそういうことをする様な気がします。 
  眠っている、声がきこえない 
 この前、ごらく室へ行っていた時はきこえなかった 
  主人曰く“この頃テレビやラジオを聴くようになりました” 
  
  12 月 16 日/ 先生、今週は苦しかったです 
  入会しなかったら殺すぞとおどろかされます 




 1971 年 12 月 16 日で神谷の記載は終わり次の医師に引き継がれた。 
ここに記載したのは、神谷の診療録の一部であるが、N さんの様子が丁寧に記されおり、
神谷の一文字一文字から、神谷と N さんの間に流れる大切な空気が感じられ、神谷の息遣



























































1972 年長島を退職後も文通して交流を続けた。1979 年 10 月 22 日に急逝する 2 日前に投
函した手紙が文中に記したものである。その中に書かれている神谷が贈ったオルゴールは、







































































































































                    注 
 
1. 1958 年 9 月 26 日に赴任してきた宮内医師から精神科の診療録の記録が始まったとい 
うことを神谷の『人間を見つめて』の中で記している。 
 
















































5.  舎 入所者の居住に当てられた建物を一般に「舎」と呼び、一般舎、夫婦舎などがあ
る。 
6.  五センター 不自由者棟（介護棟）の一つ。障害度が比較的低い入所者の介護棟「五 
不自由センター」は、五センターのより詳しい第五不自由者棟とか第五不自由者センターの
方が園内文書でも使われた名称 
7. Beziehungsidee  関係念慮（周囲の出来事と自分を関係付けて考える） 
8. Mittel  薬 
9. 二病棟  一般病棟の一つ、時期により内科系または外科系の病棟として使用 
10. chronische Nephritis 慢性腎炎 
11. psychisch 精神的に 
12. Schlafstörung 睡眠障害、(―)は、睡眠障害がなかった。（＋）は、睡眠障害があった。 
13. 五病棟 精神科病棟の古い名称 
14. Oedem  浮腫 
15. Lepra  らい（現在は、ハンセン病が正式名称） 
16. psychogen 心理的 
17. Diarrhoe  下痢 
18. Bauchschmerz 腹痛 
19. Klage  訴え 
20.  神谷は、長島愛生園に通っていた時期、海外視察に出かけたことは本論文でも述べた
が、1963 年 9 月、パリに訪問した時に、兄の前田陽一に M・フーコーを紹介され、それが
機縁となり、フーコーの著書を翻訳した。神谷が長島愛生園を退職する前年にフーコーが来


























































































































































 その他、「盲人会便り」の園内放送は、1300 回を超えている。1990 年代は神戸の近藤敏
郎先生を迎えて 2 カ月に 1 回のカラオケレッスンがあり、10 人あまりが参加している。 




















































































































その後、島崎は、1974 年（昭和 49 年）秋、胃癌の摘出手術を受けるが、膵臓やまわりの





1)  青い鳥楽団の近藤宏一との友情 
青い鳥楽団については、近藤宏一が自らの著書の中でも詳しく記しているが、昭和 28 年











































































1967 年 5 月 12 日、大阪府茨木市の茨木病院で青い鳥楽団の初めてのコンサートが開催 
された時の事が記されている。 
 
暁の瀬戸の海を後にして、バスが大阪の茨木に向かって出発したのは 5 月 12 日午














1967 年 5 月 12 日、大阪府茨木市の茨木病院において初めてのコンサートを行った後、
近藤宏一は神谷に対して、初めてのコンサートの模様を録音した記録を送った。その手紙












































   とりあえず今、読売新聞から一寸原稿をたのまれているので、その中で、この茨木病
院訪問のことを紹介しようと思います。枚数と題が限定されているので、少ししかふれ
られませんが。 

























  五月二十一日 
                              神谷美恵子 
 

























本だから PR されて当然と思います。 
   高橋先生が楽団来訪をきっかけに茨木病院で音楽療法に力を入れておられるという
話も、うれしいニュースでした。 





   それはそれ、それぞれの時期にできることを工夫してやって行ってくださいませ。い
ずれにしても貴重な歴史を人類にきざんで下さったわけで、ほんとうに意味あること
だと思い、ほんの少しでもそれに参加させて頂いたことを感謝しております。 




       1979・10・4                     神谷美恵子 
   青い鳥楽団  近藤宏一様      （神谷 1982:296）  
 
 この神谷が逝去する 18 日前の手紙には、近藤の著者『ハーモニカの歌』の増刷を喜び、
神谷自身も PR に努めたいと書いている。そして、青い鳥楽団の来訪がきっかけとなり、茨
木病院での音楽療法の取り組みに力が入れられていることなども神谷にとっては喜ばしい
出来事であったことが書かれていた。           
 
2） 長島退職後も盲人会との交流 
 1972 年 4 月に長島愛生園を退職した後も、盲人会の人との交流が続いている。 



























  では梅雨の折柄、神経痛に悩まれる方もあるかと存じますがくれぐれもお大事に。 
                               神谷美恵子 














万 8000 円にのぼりました。（金澤 1976:1） 
 
このように集められた基金をもとにして盲人会の念願であった新しいライトハウスが完
成したのである。その後、1976 年 3 月 25 日の神谷への手紙の返事にはライトハウスの完
成のことが綴られている。 
 








 1979 年 10 月 22 日急逝した神谷が 9 月 30 日付きにて盲人会の会長にあてた手紙には以
下が記されていた。 
 




   そのうちに初めて愛生園へ行ったとき（昭和 19 年）の 12 日間の日記がでるかも知
れません。医専卒業前年のことでした。もし、本が出ましたらお送り申し上げます。皆
様どうぞお大事に。 
  櫻井勇太郎様 






5.2  文芸活動 
 












1958 年 9 月 24 日、新しく来た宮内医師に精神科医の仕事を引き継いだ神谷が精神医学









  「   夜に 














                 原田憲雄・原田禹雄編『志樹逸馬詩集』、方向社、196 
 




   深い、ほんものの宗教的心情を、借りものでないことばで表現する稀有な詩人として、
この人の詩集をわたしはいまだに時どき出しては読みなおしてみる。そのたびに思い
出すのが 1959 年夏のある日、彼の住む舎を訪れたとき見た光景である。 














































1953 年（昭和 28 年）改正のらい予防法で高等学校設置について明文化された。 




 1954 年（昭和 29）年度に、高校設置費（第一期）が計上され、設置場所については東京






















話し合いが難航したこともあって 8 月末に第 1 期工事が、ようやく完了し、第 1 回入学
試験は、8 月 25 日、各自園で関係する教育委員の手によって行われ、9 月 3 日、合格者が
発表された。受験者は、全国 11 園 56 名、国語、数学、社会、理科の４科目を受験し、30
名の合格者が発表された。 
 
松丘１（3）東北 1(5) 栗生 1（2）多磨 6(6) 駿河 2(5) 長島 10（10）邑久 1(5) 大島 2(2),
菊池 2(12) 星塚 3(4) 奄美 1（1） 
 
開校に先立ち、自治会は 1955 年（昭和 30 年）1 月、高等学校設立委員会を設置し、 
設備の充実など、開校後、安心して勉学できる環境への対応などを検討し、備えた 1955 年











らゆる分野で活躍している。新良田教室の生徒数も第 6 期（昭和 35 年度）までは定員を超
える志望者もあったが、それ以降は減少し、本土内療養所の小・中学校の閉校とも関連して
後期は沖縄 2 園の出身者が多数を占め、最後の第 29 期（昭和 60 年）度は、卒業生男子 1
名となり、32 年間の歴史に幕を閉じた。 
新良田教室の卒業生は、307 名となり、社会復帰者 225 名（73％）、大学、専門学校等 
進学者 73 名（24％）など、特に 1961 年（昭和 36 年）度以降の卒業生は、その 80％以上
が社会復帰を果たし、会社員 56％、自営業 16％、医療関係 5％、公務員 3％などになって
いる。また在園者では各園自治会役職員など中心的な役割を果たしている。 
1987 年（昭和 62 年）32 年間の新良田教室閉校は、当初の設立の使命を果たし、ハン 









名 新良田教室 それは ここに学んだわれわれの青春と栄光のシンボルである。この希
望の碑は閉校記念として同窓生の永遠の心の絆となるよう建立されたものである  1987
年 3 月 3 日 新良田教室同窓会 本校教諭 横田廣太郎書」と書かれている。 
 
5.3.2  神谷美恵子と新良田教室 
この新良田教室で神谷美恵子は、2 回教壇に立ち、教えたことが新良田教室の記録として













1960 年 7 月 19 日/ 午前 2 時間、看護学院で講義。午後は病室めぐり。今日は第二病棟























 神谷は、1972 年 4 月に長島愛生園を退職したが、その後も交流が続いたことが 1975 年








1951 年（昭和 26 年）4 月 1 日新制度による准看護婦養成所発足、本園学院は、1952 
年（昭和 27 年）4 月 1 日設置され、1953 年（昭和 28 年）3 月准看護学院と改称された。 
1952 年（昭和 27 年）4 月 8 日第一回生 10 名が入学した。 
 裳掛小中学校第一分校「黎明学園」が閉鎖され、その同じ建物に「附属准看護婦養成所」
を開設。1953 年（昭和 28 年）3 月「国立療養所長島愛生園附属准看護学院」と改称、さら
に 1975 年（昭和 50 年）4 月「准看護学校」となり昭和 54 年 3 月閉校となった。それに先
立つ 1978 年（昭和 53 年）4 月「国立療養所長島愛生園附属看護学校」（2 年課程）が新築・
開校され、現在に至っている。 
 1951 年（昭和 26 年）の准看護制度ができたころ、高校進学率は 41％だったが、1961 年
（昭和 36 年）頃より高校進学率が高くなり、中国地方周辺からの准看護学校の志願者は減
少し始めた。そこで 1961 年（昭和 36 年）頃より国立療養所奄美和光園の協力を得て、奄
美諸島より生徒を入学させることによって准看護教育を存続させることができた。 

















6 月 21 日/ 毎日学院講義。（神谷 1980a:198） 
 
長島の精神医学調査が終わり、新任の宮内医師に島の精神科医療を託し、神谷が島を去る
9 月 27 日を控えた時期も看護学院で講義している。 
 
9 月 24 日/ 午前と午後、二時間ずつ学院で講義。（神谷 1980a:198） 
 
その 10 カ月後の 1959 年 7 月 20 日、宮内医師の退職により再び、神谷は再び島に通う
ことになった。 
 



















































                         平成 24 年 7 月 10 日 































島田は、1926 年、三重県に生まれ、1947 年 9 月に長島愛生園に入所した。1964 年（昭























神谷が退職したあと、1973 年 9 月、『らい』21 号の中で、「臨床における価値の問題」の



































   今のらい療養所にそのような配慮が制度化されているとはいえない。逆にそうした
配慮への責任を転化し、分散することで、問題解決を図ろうという意図がみられるが、
しかし、個々断片的には、そのような意志の所在はたしかめられよう。 



































この『らい』21 号を受け取った時も、神谷は、神戸市東灘区の甲南病院内科病棟 554 号室
























     9 月 22 日                神谷美恵子 
 らい詩人集団 
  島田ひとし様 
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                    神戸市東灘区住吉鴨子ヶ原町 















   島もすっかり秋らしくなったことでしょう。病室が新しくできても看護婦さん欠員
がひどくては困りますね。 






















  やっとあなたたちの列に加わった気がする 
  島のひとたちよ  精神病の人たちよ 
  どうぞ 同志として受け入れて下さい 
  あなたとわたしのあいだに 
  もう壁はないものとして（神谷:2004:152-153） 
 

































者に」に対する最後の返事ではなかったかと筆者は感じる。1964 年 9 月に創刊された「ら





   10 月 22 日、神谷美恵子先生の突然の訃報に接した。お歳は、65 歳だったというこ
とでしたが、先生には、もっともっと生きていただきたかった。 
  詩人集団からは早速弔電を打つとともに、10 月 24 日吹田市で行われたお葬儀には、弔
いの詩を捧げた。詩は葬儀に参列した愛生園自治会の代表によって霊前に読んでいた
だくことができた。 








らい詩人集団の代表であった島田は、1995 年 10 月 20 日死去した。1996 年 4 月 1 日の


































































































































                                     注 
1. これは、近藤宏一の遺品を保管している知人の M 氏が遺品の整理をしていた時に見つ 

























































1948 年 6 月 19 日に親友、浦口にあてた手紙には、『自省録』のことが綴られている。（神






























300 年頃にゼーノーンが創始し、以来マルクスの時代まで 400 年以上も伝統が続いて
おり、マルクスはいわばその代表者であるといえるのである。（神谷 2009:311） 
 





『自省録』については、1949 年、創元社から刊行された後、1956 年 10 月 25 日、岩波
書店より文庫版として刊行された。1965 年 9 月 25 日に長島愛生園において、神谷から直
接『自省録』を手渡されたという入所者に 2015 年 11 月に出会って話を聞くことができた。
その『自省録』にはその彼の名前が書かれており、日付と神谷美恵子の署名が記されていた。











6.2 1943 年 8 月の長島愛生園実習経験 
 




















































6.3 1959 年 9 月号『愛生』の盲人座談会を読んで 
 
1957 年 4 月 7 日から 10 日間の調査を皮切りに 1958 年にかけて 50 日間の精神医学調査
を行った。その調査に通っている間の 1957 年 9 月 24 日の日記には、『愛生』9 月号に掲載
されている盲人座談会のことを読み、「生きがい」について考えたことが記されている。 






































えることになった。この節では、1957 年から 1958 年にかけて長島愛生園で神谷が行った 
精神医学調査の結果から引用している文章を拾い出してみよう。 
精神医学調査の結果は、第 5 章の「生きがいをうばいさるもの」、第 6 章の「生きがい喪














  「眼前が真暗になっていくような恐怖と絶望を感じました。」 
  「暗夜に追いやられる思いだった。」 
  「世の中が真暗になり、すべての人生設計が破壊されてしまった。」 
  「暗い暗いところに沈んでいく。」 
  「深い谷底につき落とされた感じ。」 
  「穴に落ちこんだ気持ちであった。」 




  「死の宣告を受けたような絶望感。」 
  「○○大学診察室は死刑の宣告場。」 
  「人生のどん底におちたようで幾度も死を決心した。」 
  「言葉に言いつくせぬショックで自殺と死が頭の中に渦巻いた。」 
  「生きがいを失ったから死ぬことを考えました。」 
  「わが人生の終末だと思った。」 
  「この世がいやで何とかして死にたかった。」 















  「ぼんやり空費している。」 























の第 4 群の 2 項の「癩療養所に入った時・・・」という文章完成方式の結果を用いている。
「はじき出された人の行方」においては、以下の文章を用いている。 
 
  「これで人生も終りと思った。」 
  「生ける屍のような気持ちで来ました。」 






その中の「空間のひろがりの中で」においては、再び、精神医学調査の第 4 群の 2 項の
「癩療養所に入った時・・・」という文章完成方式の結果を用いている。 
 
  「墓場にきたのだと思った。」 
  「島流しにされたと思った。」 
  「無期刑務所入りの気持ち。」 
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 「考え深くなり、あらゆる角度からものを考えるようになった。」(神谷 1980b:264) 
 















































語し、1954 年に、或る精神科医によって dementia paranoids と診断されている。こ











1957 年 4 月 7 日から長島で実施した精神医学調査の 6 日目に出会い、その後、6 月 14 日
に 35 歳で亡くなった入所者 K・N の症例記録をもとに症例研究を行った。神谷は、K・N
という一人の人の人生を丁寧に辿りながら、患者の性格、生活史と社会環境、らいの発病と
再発の精神的影響、声、幻覚の影響、などにわけて分析を行った。神谷は、その症例研究に


























































































































































































 1966 年『生きがいについて』の原型と云われるのが 1963 年の論文「限界状況における
人間の存在―-癩療養所における一妄想症例の人間学的分析」である。この論文のはじまり
は、ヤスパースの限界状況の文章である。神谷が引用したのは、Jaspers,K.:Psychogie der 








上記の 1963 年の論文に用いたヤスパースを 16 年ぶりに読んだと記しているのは、1960















神谷の『若き日の日記』によると 1943 年 5 月 25 日精神医学の道へと導いた島崎俊樹と
の初めての出会いによりヤスパースを知り、1944 年 2 月 23 日内村教授のもと東大精神科
医局入局を決め、16 年前の神谷の日記には、ヤスパースの読書の日記が続く。「5 月 3 日 
良い天気、前日の疲れで一日眠い。夜八時から十二時までヤスパース。」「5 月 4 日 また朝
5 時までヤスパース、あと 2 日でこれを読み終えて、専心学校の勉強にかかろう」(神谷
1984:177)こうして、神谷は 1944 年 5 月から 16 年ぶりにヤスパースを読んだことになる。



















































  たたずんではだめだ 
  松葉杖で義足で隻眼で歩くもの 
  元気なものは、倒れたものを背負い 
  僕らは相愛の軌道を歩むのだ 
  大道を求める人たちのために 
  片隅にくらす者の広さを見せよう 
  悪夢にうなされてはならない 
  やがて希望の門はひらかれるのだ 
  僕たち 
  片隅の人は片隅の価値しかないという人たちに抵抗しよう 
  僕らは待望の日のために 
  片隅を愛し 


































第 7 章の「新しい生きがいを求めて」の中の「自然のなかで」に志樹の詩が記されている。 





















  世界の足音が響くこの土を 
  ・・・・・ 
  原爆の詩を、骸骨の冷たさを 
  血の滴を、幾億の人間の 
 人種や 国境を ここに砕いて 
  かなしみを腐敗させてゆく 
  わたしは 
  おろ おろと しびれた手で足もとの土を耕す 
  泥にまみれる いつか暗さの中にも延ばしてくる根に 
  すべての母体である この土壌に 
  ただ 耳をかたむける。（神谷 1980b:188-189） 
 




























他に明石海人、玉木愛子、北條民雄のことにも触れている。玉木愛子は、1943 年 8 月、



















  「人の世をはなれて人の世を知り 
  骨肉をはなれて愛を信じ 
 明を失っては、内にひらく青山白雲もみた。 















で帰国を余儀なくされて日本に帰ってきたのは、1940 年 7 月 8 日だった。その後の日記の







 神谷自身も時を経て結婚し、1947 年に長男、1949 年 12 月に次男を出産した。1950 年 9












そして神谷は、1963 年、パール・バックの娘のいる施設へ訪問した。それは、1963 年 7





























































































































































































































 1966 年に刊行された『生きがいについて』が誕生したのは、1957 年から行った精神医学 
















他にも、明石海人の詩も引用しているが、海人は 1939 年(昭和 14 年)に死去しており、神







の作品には関心を寄せていた。1949 年初めての子供を持ち、育児をする中で 1950 年 9 月
8 日の日記には、再び、パール・バックの事が記されていることに筆者は注目した。 
 









































1961 年 10 月 24 日 島崎先生から原稿の受取状来る。 
1961 年 10 月 30 日 島崎先生に第 9 章の残りをおくる。 



















 1965 年 5 月 17 日の日記に「生甲斐の一、二、五、六、八章をみすずへ発送。一種の虚 
脱状態。どういう結果になるか神のみぞ知る。」（神谷 2004:331）と書かれており、その後、 
6 月 7 日の日記には「午前十時半。今みすずから「生甲斐」を出すと云って来た・・・・ 
感謝！！阪大に電話して N に電話すぜにはいられなかった。」（神谷 2004:332）こうして、 
『生きがいについて』の刊行が決まった。1965 年 12 月 3 日の日記に「十時頃みすずへ行 
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き原稿を全部渡す」（神谷 2004：336）、そして、1966 年 2 月 19 日の日記には「午前中 み 
すずへ初校発送」（神谷 2004:338）と校正したことが書かれている。その後、4 月 12 日の 
日記に「ゆうべ三時まで校正。「付記」につき昨夜から今朝にかけて N と何度も相談。極度 




  付記 














生園の精神病棟は、邑久光明園、大島青松園を加えた「瀬戸三園」と呼ばれる 3 療養所の 


























                     注 
1. 「生きがいについて」と題された座談会の全文は、以下である。 
 
 盲人会の座談会（愛生：1959 年 9 月号） 
  私たちの生活（盲人会） 
           司会：吉成 稔 
           出席者：幡 休山   高杉美智子 
               松岡 英樹  田畑 浪子 





 松岡 僕は昭和 24 年です。 
 高杉 二十四年に失明しました。 
 田畑 二十三年に見えなくなったんですよ。 











 田畑 そうね、四年位苦しんで信仰という道に入って生活が変わってきたのです。 
































































 幡  自分でやります。分からん時はね、唇や口を使って、小物洗濯は自分でやり、大き
なものは、洗濯場に出します。 
 吉成 衣服は着物ですか服ですか 


















 吉成 人のために少しでも役に立つということは喜びですね。 









 松岡 これは難しい問題ですね、人間の価値と生甲斐についてというのは？ 
 吉成 そうですね、とにかく人間には内面と外面がありますね。盲人の場合とくに手足の

























































































































































である。当時、神谷の闘病を支えていた次男徹の妻である神谷永子が、神谷の 1973 年 11
月 30 日の日記に「マルチプル・アプローチを考え出す。」という記述を見つけた。1974 年






























年 2 月、ニューヨークの出版社ダブルデイからのウルフの病跡の出版依頼があり、1973 年
4 月、出版社に送付したウルフの病跡のアウトラインを A4 用紙に英文タイプ打ちされた 10
枚の用紙、1974 年 11 月に考案したマルチプル・アプローチを用いてウルフ研究の試作を
創作したのちの 1974 年 12 月 25 日付にてダブルデイの編集者宛に送付した英文タイプう











15 年間通った長島愛生園を 1972 年に退職した神谷は、入退院を繰り返しながら療養生














分析」の 2 本である。 


















































神谷がこの論文で用いたのは、1957 年 4 月 7 日から長島で実施した精神医学調査の 6 日




















ついて』に繋がり、『生きがいについて』の第 8 章「新しい生きがいの発見」と、第 9 章「精





















一般入院患者で、各面接は平均 30 分の長さでベッドサイドでの面接を行った。 
詳細な質問紙法、60 の未簡潔な文章からなる文章完成テスト、欲求調査と呼ばれるも
のは、Muray の理論にもとずいて作られたもので、5 枚の用紙から成っており、この 5 枚
の用紙の各々に 20 の異なる欲求をあらわす 20 個の文章が述べられている。各々の欲求に
ついて、患者がこれを感じるか感じないかの度合いによって、マイナス 3 からプラス 3 ま
での数字のどれかに印をつけるように要請したものだった。Rosenzweig 絵画・欲求不満テ
ストは、大阪大学医学部皮膚科外来において、1958 年 8 月に実施し、外来癩患者は 32 人
であった。Harrower の Multiple Choice Test を高橋が日本人むきにつくりかえたものを
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用い 1957 年 11 月にこれをうけるために集まった患者に集団 Rorschach テストを行った。 
 
2）「現代精神医学における二つの主要動向について」(1962) 













































































時の患者 K・N は、1957 年 6 月 14 日に死亡したが、彼が癩を発症したのは、1941 年 19
歳の時であった。療養所の病歴から家庭と近隣に癩があったと記されており、病気に感染し、
潜伏期間を経て発症したものと神谷は書いている。19 歳の時、下肢の衰弱や顔面浮腫、ふ
くらはぎの斑紋などの病状がでて、名古屋大学と京大の外来で 1 年半づつ合計 3 年間の通
院治療において、大風子油の治療を受けた。自殺も考えたり、保健所の人がきたのではない
かとおびえる生活を続けていたが、病気が次第に悪くなり、1952 年、妻と別れ、子供が K・
N の両親のもとに引き取られ、長島愛生園に入所してきた。この K・N の症例記録は、既
往歴では、彼が生まれた 1922 年 3 月 28 日から長島に入所した 1952 年 10 月 9 日までを家
庭生活、1952 年 10 月 9 日から死亡する 1957 年 6 月 14 日を療養所生活として検討してい
る。次に患者の人格に関する一般的意見の項目においては、3 期に分けている。1952 年か
ら 1953 年は、愛生園に初めて入って住んだ時期、桂誠舎における最初の滞在、1953 年か
ら 1956 年は果樹園における生活として 3 組の夫婦と 6 人の独身者の住んでいた時期のこ
とを書いている。1956 年から 1 年間急性増悪ののち桂誠舎において滞在している。そして
肺炎により 1957 年 4 月 3 日から 5 月 13 日まで入院している。神谷が診察したのは、1957
年 4 月 13 日だった。その時の現在症として、身体所見、精神的所見、表情、態度、幻覚、
妄想の内容として K・N の語ったことが書かれている。 
 その後、1957 年 5 月 18 日から肺炎は治り、退院し桂誠舎に戻ったが、再び急性肺炎と
なり、6 月 14 日に死去した。 


























































































































































年 1973 年 2 月、ニューヨークの出版社ダブルデイからのウルフの病跡の出版依頼があり、
1973 年 4 月、出版社に送付したウルフの病跡のアウトラインが A4 用紙に英文タイプ打ち
された 10 枚の用紙、1974 年 11 月に考案したマルチプル・アプローチを用いてウルフ研究
の試作を創作したのちの 1974 年 12 月 25 日付にてダブルデイの編集者宛に送付した英文











1963 年、神谷は、スイスの Confinia Psychiatrica,6:15-52,1963 において、The Existence 
of a Man Placed in a Limit-siuation として発表し、世界各地から反響が寄せられた。 
1964 年 4 月 7 日の日記には京大の村上仁からの依頼で書いた 1966 年出版の『異常心理
学講座』第七巻の「精神医学の歴史」の原稿を送ったことが書かれている。 
    
今原稿を小包みにこしらえみすずへの宛名を書いた！（神谷 1982b:161） 
 














































取り組むことになる。1965 年 3 月 19 日の日記には、執筆に集中する様子が記されている。 
 
一日中、VW を書くことと家事。（中略）VW のペーパーの全貌やっときりの中からあ 
らわる。（神谷 1982b:165） 
 




十五頁ほどの論文[VirginiaWoolf  An Outline of a Study on her Personality, Illness 

























7.3.4  ヴァジニア・ウルフの夫レナド・ウルフとの出逢い 





1966 年 4 月 12 日の神谷の日記には、『生きがいについて』の校正をしたことが記されて
いるが、4 月 30 日に初版出版された。『生きがいについて』の出版から 5 カ月後、ヴァジニ
















































ァジ二アの話が中心であったと書いている。その後、1969 年 8 月、レナドが亡くなる年の
春まで神谷との文通は続けられた。1968 年 10 月 13 日に産経新聞に掲載された「初秋のた
より」には、レナドからの便りについて以下のように書いている。 
 






君で、現在 88 歳の評論家。妻がウーズ川に身を投げて以来 27 年間、その川を望む家
にひとりぐらしをしてきた。花を大事に育てている彼は、時々精神を病む妻をも大切に
はぐくみ、その天才の開花を可能ならしめたのにちがいない。 







































記されている。1971 年 12 月に最初の冠不全が起こり、長島愛生園の精神科医としての仕






登場する。長島愛生園を退職した 1972 年の日記は身体の不調を訴える記述が増えていく。 
 








ベルのヴァジニア・ウルフの伝記 2 巻が出たのは 1972 年 6 月と 11 月である。これで




ラインを創りはじめる。神谷永子のメモによると、1973 年 3 月 19 日、京大退官前の村上
仁を訪問し、ウルフ研究の報告とともに、ダブルデイからの出版について話したところ「ダ
ブルデイのことは感心されなかったようだ。彼女の病気より人格形成に重点をおくように
と」と記されている。3 月 22 日には、「ベルの伝記でどれほど新しい光が投げかけられたか
を知る」と書き、アウトラインを創るために 1972 年に刊行されたベルの著書を読み込む神
谷の姿が伺える。「ところが、著者の健康は急速に衰えていった。心臓の具合が悪くて寝込











「WOMAN ,GENUIS AND MADNESS 
 (An Outline of a Pathography on Virginia Woolf) 
 
Human beings are so necessarily mad that not to be mad would mean that one is 
mad according to a different turn of madness. 
                                         Blaise Pascal: Pensées,414 











Virginia’s Peronality in Formation （ヴァジニア・ウルフの人格形成）の箇所では、 
「Bell’s outstanding contribution is to have given details on Virginia’s formative years 
for the first time.As they show us the deep roots of her personality,her way of feeling and 
thinking and her conflicts in sexual identity---infact, all the things that went into her 















る。そして、Virginia’s Peronality as an Adult（成人後のヴァジニアの人格について）は、
病気の事にも触れている。「P.Janet,H.Ey and Murakami’s theories most helpful in 









続いて、Essential Problem of Human Existence in V.W（ヴァジニア・ウルフにおける
人間の存在に関する本質的な問題について）は、詳細に書くことと付け加えて書かれている。 











7 月 13 日のメモには、「何とか翻訳と病誌を平行させて今年中にやりたい」と決意してい
たが、1973 年 8 月 28 日には、狭心症の発作で倒れ 10 月 11 日まで入院し、甲南病院から









その後、9 月 27 日から 11 月 13 日の間、脳血栓で、甲南病院に入院したと記されている
5)。この入院中に神谷はマルチプル・アプローチを考えた。神谷永子のメモによると 11 月
28 日には「らい関係やキリスト教医療協力会、森田療法等のパンフレットを読んでいたら、
「実用性に嫌気がさしてきた。思いっきり、「非実用的」な V・W 論を書きたい。3000 枚ほ
ど原稿用紙を刷らせることにした」と書き、新しい取り組みに意欲的に取り組もうとする神
谷の様子が描写されている。11 月 30 日の日記には「V・W 再検討しはじめる。マルチプ
ル・アプローチを考え出す。今までの病誌にあきたらないから。」と神谷永子は書いている。
12 月 3 日のメモには、「multiple point of view approach をわたしも私なりに試みようと考
えて書きはじめる」と書かれており、こうして 12 月 4 日から 14 日まで一気に取り組んだ
ものが「V・ウルフの自叙伝試作」である。その試作を書き終え、神谷は、1973 年 4 月に
出版のためのアウトラインを送付していたダブルデイの編集者に手紙を送っている。1974






まいまして、11 月半ばまで約 2 ヶ月間入院を余儀なくされていました。ちゃんと頭が
働いていることを確認すべく入院中の二週間で朝日新聞にコラムを執筆し、対外的に


















翌 1975 年 2 月 20 日には一過性虚血性発作で倒れて青あざを作ったと書き、そして夏に
は、視力が落ちてきたこと、右半身不随になっていくのではないかということなど身体の
状況が日記にも書かれている。1975 年は 4 月 11 日から 5 月 21 日、11 月 18 日から 12 月
27 日まで二回の入院をしている。1976 年 9 月の日記には、ウルフの病誌が書けないと出
版社に連絡をする記述がある。 
 





















そして、神谷は、『みすず』に「V・ウルフ病跡おぼえがき」を 1978 年 9 月号から急逝す








1966 年 11 月、ヴァジニア・ウルフの夫のレナドに出会ってから手紙での交流が始まっ
た。1968 年 12 月 12 日の手紙が最後となり、その後、ヴァジニア・ウルフの甥であるベル
との文通が始まった。1968 年 5 月 5 日にベルからはじめての手紙が届いた。その内の 10
通の内容が部分的にであるが、神谷が連載した「V・ウルフ病跡おぼえがき」に記されてい
る。この節で用いるのは、1979 年 10 月 22 日に急逝する神谷が 1979 年 2 月 21 日、ベル
にあてた最後の手紙となった文章である。7) 
 
1979年 2月 21日 
拝啓 ベル教授 























































































































1979 年 8 月には親友浦口に宛てた手紙の中では「ウルフの病跡をまとめるのはその先に
なるでしょう。もし、生きていれば。いつもこの留保をつけて考えています」（神谷・浦口
1984:294）と書き、10 月 11 日入院先の市立岡崎病院にて浦口にあてた書簡にはみすず書
房から出版する予定となっている『遍歴』のことが記されている。 
 










た」（神谷・浦口 1985:289）と書いていた神谷であったが、ウルフ研究の途上、1979 年 10
月 22 日急逝した。 



















神谷は、1957 年から 1958 年にかけて長島愛生園に 50 日間滞在し、精神医学調査を行っ
た。その調査を基にして学位論文としてまとめた。その学位論文の提出準備に入った時期で
ある 1959 年 6 月 24 日の日記には、阪大の堀見教授の追悼文と学位申請書類の原稿を作る
と書き、その頃から「人間の生甲斐や意味感について考えた」「生きている意味というのは、
一人の人間の精神が感じ取るものの中にあるのではないか」などの記述が増えていく。1959





















良の理由から退職する 1972 年まで続いた。 








1973 年 2 月『ウルフの病跡』の出版依頼をしたニューヨークの出版社ダブルデイの編集
者に宛てたアウトライン 10枚を送付したことが本稿の調査で明らかになった。しかし、送
付してから、1 年 10 カ月後の 1974 年 12 月の手紙により、ウルフ研究の計画方針が変化し
たことが新たな事実として判明した。編集者あてに書かれた文面の中にある「As a result 














てベルに送ることが書かれていた。しかし、同年 10 月 22 日、神谷は急逝し、ウルフの病
跡を完成することはできなかった。 


















































責めることはできないであろう」と書いている文章は、1963 年の訪米から 9 年後、1972








































3. 木村敏 （1931～）精神科医、専門は精神病理学、京都大学名誉教授、元日本精神病理 
学会理事長、現在は河合文化研究所所長。2014 年 8 月 21 日午前 10 時～11 時 30 分、京都
市中京区河合文化研究所において、論文記載についての了解の上、インタビューを行った。 
4. ヴァジニア・ウルフが遺した膨大な日記から夫・レナドが抜粋して 1953 年にロンドン 
の The Hogarth Press から出版され、翌年にニューヨークの Harcourt, Brace & Co から
出版された。神谷が初めて日本語に翻訳された『ある作家の日記』を刊行した。 
5. 1972 年、長島愛生園を退職後、1979 年に死去するまで 14 回の入退院を繰り返してい 
る。その時期に深めていた「ヴァジニア・ウルフ研究」についての変遷は本稿で辿ったが、
他にも 1975 年 5 月に医学書院の『看護教育』において「医師が患者になるとき」という論
文を掲載している。そこには、神谷が患者として考えたことが記されている。 
 




































                               25 December 1974 
Dear Lawrence 
  Thank you very much for your letter dated Dec.16. 
This answer goes to you together with my warmest greetings for Christmas and the New 
Year. 
  I am astonished by your patience and tenacity concerning my V.W. study. Sorry to say 
that this year too I had an attack in the fall, an attack that was more ominous in kind, 
which kept me about two months in the hospital till mid-November. Just to be sure my 
brain still works, I wrote a column for our Asahinewspaper during two weeks while in 
the hospital, so that people wrongly think I am well. Also I had two books of mine 
published, one in Sept. 1973 and another one in early Dec.1974. 
  Evidently I shall never finish my V・W.study if I go on publishing other things at the 
request of different publishers.Therefore I decided, and have been actig accordingly, not 
to allow myself to be interrupted in my writing on V.W.  Thus I have been engaged in 
that work ever since my discharge from the hospital.  As a result of my brooding over 
the method of my study, I am changing the whole plan, taking the “multiple-view” 
approach. I expect that will be more interesting to read for the general public as well as 
for the psychologists and psychiatrists. As I am concentrating on the work in Japanese’ 
thils is all I can say to you now. If ever I finish it, I shall let you know and send you a 
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                                                               Feb. 21, 1979 
Dear Professor Bell,                        
I have just read Roger Poole’s “The Unknown Virginia Woolf”(Cambridge Univ. Press, 
1978) and cannot help writing a few lines to you. 
 Phenomenology(Husserl,Merleau-Ponty)is well-known here and all the major works are 
translated. Anti-psychiatry as represented by Laing,Cooper and Szasz et al. have been 
all translated; at least I read all these in the original languages.This way of denying all 
past psychiatric thinking have created havoc in our psychiatric world. 
But I did not expect that it would affect our thinking of Leonard Woolf and V.W. in such 
a way, or put question marks all the works by them, you and Messrs.Speter and Persons
― perhaps the editors of the letters and diaries are not even spared. 
I have never read the “Wise Virginia” and shall  try to find if there is a way of obtaining 
a copy of it. 
 All the letters I received from Leonard W. and you have been carefully re-read.  I am 
only thankful to both of you. Now that such a wealth materials are printed, I think I 
should at once begin to make a final pathography. I am not a psychoanalyst; being more 
interested in the history of psychiatry and the clinical aspects. 
Whatever the psychodynamics underlying the “breakdowns” and whatever labels we 
give them, those “illnesses” have long being known, and if to call these by the terms 
“madness”, “lunacy” or any other word is a “mistake”. I am quite ready to give up these 
notions. But the fact remains as told by Leonard, you and many others.I am sure both 
Leonard & Virginia suffered; but that Virginia was able to do “sublimate” all these 
sufferings into her fine work is the admirable thing. 
 
I do not think it will be necessary. But if I find it helpful to quote a line or terms from 
the letters from L. or you, may I ask for your permission to do so.  I shall try to ask 
beforehand of course. 
Sincerely yours, Miyeko Kamiya. 
 
P.S.  I really would like to pay a visit to you, as you so often urged me to do so. What 
prevented me from doing so is the fact that my health has been too unstable for the past  
5 years. But I have much improved, so that I should write without waiting for all the 
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diaries to come out. If I finish the pathography, I want to translate it and send it to you 
as a token of all my gratitude.    


































































































第 3 章では、1960 年代が、戦前からの医師不足の問題、薬剤耐性菌の出現、社会復帰の
問題などが表面化する時代でもあったことを述べた。後半では、ハンセン病の特効薬として















































































「生きがいをうばいさるもの」、第 6 章の「生きがい喪失者の世界」、第 7 章の「新しい生







































で辿ることが可能になった。それにより、第 2 章での戦前の東大精神科医局、1950 年代か






年 10 月 13 日に『産経新聞』に掲載された「初秋のたより」において「仕事の片手間に、
私は約 8 年前からヴァジニア・ウルフの「病跡」をつついている」（神谷 1977:201-202）と
書いているように 1960 年から神谷は本格的なウルフの病跡研究に取り組んでいた。1964





































































































第 1 章と第 2 章、生い立ちにおいても神谷は貴重な経験をしていることを記したが、神
谷は「自分がじっさいに経験でたしかめてみた考えしか、ひとは責任をもって語ることはで
きない」とも述べており、長島愛生園の実習日記、戦後関わった文部省日記なども歴史資料
































神谷が長島愛生園と関わったのは、1943 年 8 月の 12 日間の医学実習と、戦後精神医学
調査で関わるようになった 1957 年から 1958 年 9 月、そして再び仕事をした 1959 年 7 月

















































  こころとからだを病んで 
  やっとあなたたちの列に加わった気がする 
  島のひとたちよ  精神病の人たちよ 
  どうぞ 同志として受け入れて下さい 
  あなたとわたしのあいだに 
























                おお地球よ 
 
  なんと美しく尊いものであることか、地球よ。 





  もやのヴェールをまとう姿も、 
  闇につつまれたかんばせも。 
 
  曙の歌のなんというやさしさ、 
  夕の讃歌のなんという烈しさ。 
  地球よ、十全にして堂々たるものよ。 
 
  私は野と山と谷と洞窟を歩いて見出した。 
  野にはあなたの夢、山には誇りを、 
  谷にはあなたの静謐、岩には決断を、 
  洞窟にはあなたの秘密がひそんでいるのを。 
 
  私は海と川とせせらぎを渡って耳をすまし、 
  潮のさしひきに永遠のことばを聞き、 
  山々のはざまに世々の歌がこだまし合うのを聞き、 
  峠と山道には生命へのよび声を聞いた。 
 
  なんと寛容なものであることか、地球よ。 
  私たちはあなたから元素をひきぬき、 
  大砲や爆弾をつくるのに、あなたは 
  私たちの元素から百合やばらの花を育てる。 
  なんと忍耐強く慈悲深いことか、地球よ。 
  あなたは神が宇宙の東から西へと旅したもうたときに、 
  み足のものとに舞いあがった塵の一粒でもあろうか。 
  または、「永遠」のかまどから放射された火花なのか。 
  それとも大空の野に蒔かれた種で伸びて神の樹となり、 
  天の上にまで届く高い枝を伸ばしているのか。 
  あるいはまた時の神が空間の神のたなごころの上に 
  のせたもうた一個の宝石でもあろうか。 
 
  地球よ、あなたはだれ、そしてなに。 
  あなたは「私」なのだ、地球よ！ 
  あなたは私の見るものと私の識るもの。 
  あなたは私の知と私の夢。 
 あなたは私の飢えと私の渇き。 
  あなたは私の悲しみとよろこび。 
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  あなたは私の放心と覚醒。 
  あなたは私の眼に生きる美であり、 
  心にあふれるあこがれであり、 
  私の魂の内なる永遠の生命である。 
 
  あなたは「私」なのだ、地球よ。 
  私が存在しなかったならば、 
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1915 年（大正 4 年）1 歳 
 父は、内務省本省勤務となり、一家は東京へ転居。 
 
1920 年（大正 9 年）6 歳 
 下落合小学校に入学。父親は内務省を退職して東京市助役になる。 
 
1921 年（大正 10 年）七歳 
 聖心女子学院小学部二年に編入。 
 




1925 年（大正 14 年）11 歳 
 国際連盟の各国代表子弟のために創設されたジュネーブ国際学校中学部に入学。 
 
1926 年（大正 15 年）12 歳 
 12 月末、日本へ帰国。 
 





1932 年（昭和 7 年）18 歳 
 成城高等女学校卒業。津田英学塾（現・津田塾大学）本科入学。 
 






1934 年（昭和 9 年）20 歳 
 1 月、野村一彦死去。 
 








1937 年（昭和 12 年）23 歳 
 肺結核治癒。津田梅子奨学金が与えられ渡米が決まる。 
 




1939 年（昭和 14 年）25 歳 





1940 年（昭和 15 年）26 歳 
 1 月、コロンビア大学理学部・医学進学コースに転籍。7 月、日米関係悪化と日本で医師
免許を取得するため帰国。 
 
1941 年（昭和 16 年）27 歳 
 東京女子医学専門学校（現・東京女子医科大学）本科へ編入。 
 
1943 年（昭和 18 年）29 歳 






1944 年（昭和 19 年）30 歳 
 9 月末、東京女子医学専門学校卒業。10 月、東京大学精神科医局へ入局。内村祐之のもと
で学ぶ。 
 
1945 年（昭和 20 年）31 歳 
 5 月、空襲で自宅全焼。東大精神科医局に住み込み、仕事を続ける。終戦直後、8 月 18
日、父親、文部大臣に就任。父親を助けて文部省で翻訳業務に従事する。 
 
1946 年（昭和 21 年）32 歳 




1947 年（昭和 22 年）33 歳 
 4 月、長男律誕生。英語、独語、仏語の家庭教師のアルバイトを始める。 
 













1952 年（昭和 27 年）38 歳 
 大阪大学医学部神経科に研究生として入局、医学の勉強を再開する。 
 






1954 年（昭和 29 年）40 歳 
 神戸女学院大学助教授に就任。 
 




















1962 年（昭和 37 年）48 歳 
 6 月、父多門死去。大阪大学助産婦学校で精神医学を教える。 
 



















1967 年（昭和 42 年）53 歳 
 長島愛生園医長を辞任。1972 年 4 月まで非常勤勤務を続ける。 
 




1969 年（昭和 44 年）55 歳 
 ミッシェル・フーコー『臨床医学の誕生』（みすず書房）翻訳出版。 
 
1970 年（昭和 45 年）56 歳 
 ミッシェル・フーコー『精神疾患と心理学』（みすず書房）翻訳出版。 
 
1971 年（昭和 46 年）57 歳 
 『人間を見つめて』（朝日新聞社）出版。最初の狭心症発作を起こす。 
 




1973 年（昭和 48 年）59 歳 
 『極限のひと』（ルガール社）出版。8 月、狭心症の発作で倒れ 10 月まで入院。 
 
1974 年（昭和 49 年）60 歳 





1975 年（昭和 50 年）61 歳 
 TIA で二回入院。『婦人之友』誌に「ハリール・ジブラーンの詩」を連載。 
 








1978 年（昭和 53 年）64 歳 
 1 月、岡崎の官舎に転居。TIA で 3 回入院。秋から翌年にかけて『みすず』誌に「V・ウ
ルフ病跡おぼえがき」を連載。 
 
1979 年（昭和 54 年）65 歳 
 自伝『遍歴』を執筆。TIA で 3 回入院。一時帰宅中に急性心不全の発作をおこし、10 月
22 日、岡崎市立病院にて死去。 
                     （参考：「うつわの歌」みすず書房 2014 年） 
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